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【
要
約
】
　
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
都
市
で
は
人
口
増
大
に
と
も
な
い
住
宅
間
題
が
顕
在
化
し
、
市
民
層
が
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
改
革
に
の
り
だ
す
。
尊
老

は
、
前
稿
に
お
い
て
一
九
世
紀
中
葉
の
住
宅
改
革
運
動
の
特
微
と
し
て
、
市
民
と
労
働
者
が
嗣
じ
建
物
に
住
み
、
前
者
が
後
者
に
よ
い
影
響
を
あ
た
え
る

と
い
う
発
想
（
「
混
合
居
住
」
）
を
指
摘
し
た
。
で
は
、
こ
の
「
混
合
居
住
」
と
い
う
発
想
が
そ
の
後
も
説
得
力
を
維
持
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
P
　
一
九
世

紀
ド
イ
ツ
の
「
市
昆
」
層
に
つ
い
て
は
近
年
再
検
討
が
す
す
ん
で
い
る
が
、
以
上
の
課
題
は
そ
の
ド
イ
ツ
「
市
民
」
層
の
も
の
の
考
え
方
の
変
化
と
い
う

テ
ー
マ
に
も
つ
な
が
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
住
宅
改
革
運
動
研
究
は
、
こ
の
問
題
に
十
分
に
答
え
て
く
れ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
本
稿
は
、
労
働
諸
三

級
福
祉
中
央
協
会
の
機
関
誌
（
一
八
四
八
年
～
一
九
一
五
年
）
を
題
材
に
、
先
の
問
題
に
答
え
て
い
く
。
分
析
の
結
果
、
「
混
合
居
住
」
と
い
う
発
想
が
、

一
九
世
紀
宋
に
は
都
市
化
の
進
展
に
よ
り
説
得
力
を
失
い
、
社
会
の
変
化
に
対
慈
し
た
構
想
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
六
巻
穴
号
　
｝
九
九
三
年
十
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
「
き
わ
め
て
多
様
な
泣
男
が
一
緒
に
住
ん
で
い
る
ベ
ル
リ
ン
の
住
居
に
は
非
常
に
好
運
な
状
況
が
あ
る
。
つ
ま
り
あ
る
家
族
が
別
の
家
族
を
助
け
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

あ
る
。
彼
ら
は
お
た
が
い
に
尊
重
す
る
が
、
一
方
貧
し
い
家
族
だ
け
が
住
む
建
物
で
は
た
え
ま
な
く
言
い
争
い
や
妬
み
な
い
し
は
喧
嘩
が
生
じ
る
。
」

こ
こ
に
引
用
し
た
言
葉
は
、
一
九
世
紀
中
葉
に
劣
悪
な
住
居
へ
多
く
の
者
が
詰
め
こ
ま
れ
る
と
い
う
労
働
者
の
住
宅
事
情
に
直
面
し
、
改
革
に

の
り
だ
し
た
ド
イ
ツ
市
民
層
に
標
準
的
な
発
想
と
い
え
る
。
市
民
居
と
貧
し
い
者
が
一
緒
に
住
み
、
日
常
的
に
前
者
が
後
者
に
道
徳
や
衛
生
の
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②

点
で
よ
い
影
響
を
あ
た
え
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
定
稿
に
お
い
て
、
　
八
四
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
住
宅
改
革
運
動

の
展
開
を
ベ
ル
リ
ン
を
中
心
に
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
史
料
に
は
曽
＄
ヨ
ヨ
陰
茎
。
げ
蒙
旨
σ
q
な
ど
と
記
さ
れ
る
こ
の
発
想
（
以
下
「
混
合
居
住
」
）

が
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
住
宅
改
革
老
に
定
着
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
の
「
混
合
居
住
」
は
、
一
八
世
紀
後
半
の
ロ
ン
ド
ン
や
一
九
世
紀
半
ば
の
パ
リ
に
も
み
ら
れ
、
相
互
の
系
譜
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

市
化
が
本
格
化
す
る
前
の
段
階
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
大
都
市
で
説
得
力
を
も
っ
た
発
想
と
い
え
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
発
想
は
そ
の
後
も
説
得
力

を
も
ち
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
の
問
題
は
単
に
住
宅
改
革
構
想
の
変
遷
に
と
ど
ま
ら
ず
、
以
前
は
そ
の
「
弱
さ
」
が
強
調
さ
れ
、
近
年
様
々
な
側
面
か
ら
再
検
討
が
す
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
ド
イ
ツ
「
市
民
」
層
が
も
つ
発
想
の
変
化
を
た
ど
る
と
い
う
よ
り
大
き
な
課
題
に
つ
な
が
る
。
筆
者
は
、
以
前
、
世
紀
中
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
（
以
下
中
央
協
会
と
略
）
を
分
析
し
、
そ
こ
に
ガ
ル
が
一
九
世
紀
前
半
の
初
期
自
由
主
義
の
理
想
社
会
像
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
無
階
級
市
民
社
会
」
匹
p
ω
ω
Φ
艮
8
Φ
じ
ご
貯
σ
q
①
茜
Φ
ω
Φ
涜
夢
ρ
津
と
い
う
理
念
が
根
強
く
み
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
す
べ
て
の

人
が
自
立
的
な
市
民
と
な
る
こ
と
で
作
り
だ
さ
れ
る
、
市
民
だ
け
の
均
質
な
画
会
の
こ
と
を
い
う
。
社
会
改
革
者
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
理

想
像
は
、
貧
困
に
お
ち
い
っ
た
労
働
岩
に
勤
勉
、
自
助
、
衛
生
と
い
っ
た
市
民
的
価
値
観
を
あ
た
え
る
こ
と
で
問
題
の
解
決
を
は
か
る
態
度
に

　
　
　
　
⑧

あ
ら
わ
れ
る
。
市
民
が
労
働
老
と
一
緒
に
住
む
こ
と
で
皇
民
的
な
価
値
観
を
あ
た
え
よ
う
と
す
る
「
混
合
居
住
」
の
発
想
は
、
こ
の
「
無
階
級

市
民
社
会
」
と
い
う
理
想
像
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
発
想
で
あ
り
、
実
は
当
時
の
市
民
層
に
根
強
く
み
ら
れ
た
考
え
方
を
端
的
に
示
し
た
も
の
と

い
え
る
。
ま
た
、
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
市
民
層
が
価
値
観
や
生
活
様
式
の
点
で
市
民
的
文
化
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
共
有
し
、
そ
の
価
値
観
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

他
の
社
会
層
に
も
身
に
つ
け
さ
せ
、
甫
民
化
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
は
、
近
年
の
研
究
が
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
先

の
問
題
は
、
ド
イ
ツ
「
市
民
」
の
認
識
の
枠
組
み
の
変
化
を
、
住
宅
改
革
構
想
と
い
う
側
面
か
ら
照
射
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
問
題
に
従
来
の
研
究
は
、
十
分
に
答
え
て
く
れ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
一
九
八
○
年
代
以
降
す
す
め
ら
れ
て
い
る
一
九
枇

　
　
　
　
　
　
　
⑩

紀
の
住
宅
改
革
研
究
で
は
次
の
よ
う
な
視
角
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
基
盤
が
確
立
す
る
当
局
の
積
極
的
な
関
与
に
よ
る
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住
宅
建
設
体
制
を
、
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
と
よ
び
、
　
一
八
四
〇
年
代
以
来
の
一
九
世
紀
の
住
宅
改
革
運
動
を
そ
の
成
立
史
と
し
て
叙
述
す
る

　
　
　
　
　
　
⑪

の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
難
局
の
干
渉
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
八
八
○
年
代
以
降
の
運
動
に
研
究
の
力
点
が
お
か
れ
、
社
会
政

策
学
会
な
ど
の
言
説
か
ら
「
社
会
的
住
宅
建
設
篇
へ
つ
な
が
る
道
が
さ
ぐ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
す
れ
ぼ
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

関
連
し
て
議
論
さ
れ
づ
ら
い
理
想
住
宅
像
や
改
革
構
想
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
二
戸
建
て
か
集
合
住
宅
か
」
と
い
う
形
で
超
歴
史
的
概
念

が
安
易
に
適
用
さ
れ
て
し
ま
う
。
実
際
、
「
混
合
居
住
」
と
い
う
世
紀
中
葉
に
特
微
的
な
発
想
に
従
来
の
研
究
は
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
観
点
は
二
〇
世
紀
の
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
の
尺
度
で
一
九
世
紀
の
住
宅
改
革
運
動
を
は
か
る
も
の
で
あ
り
、
運
動
を
一
九
世
紀

社
会
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
考
え
る
と
そ
こ
に
無
理
が
生
じ
る
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。
そ
し
て
、
も
と
も
と
は
都
市
間
題
と
し
て
生
じ
た

住
宅
問
題
・
住
宅
改
革
運
動
を
当
時
の
ド
イ
ツ
祉
会
の
脈
絡
に
お
い
て
考
え
る
場
合
、
一
九
世
紀
に
み
ら
れ
た
都
市
化
現
象
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
都
市
化
と
は
、
都
市
人
口
増
大
に
よ
る
伝
統
的
な
都
市
機
構
の
解
体
と
新
た
な
都
市
機
構
の
確
立
、
そ
れ
に
と
も
な
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

生
活
様
式
の
変
化
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
農
村
部
へ
の
普
及
の
こ
と
を
い
う
。
ド
ぞ
ツ
の
都
市
化
に
関
す
る
現
在
の
標
準
的
な
見
方
を
規
定
し
て

い
る
と
お
も
わ
れ
る
ロ
イ
レ
ヅ
ケ
の
著
作
（
一
九
八
五
年
）
は
、
一
九
世
紀
の
都
市
化
の
過
程
を
①
法
律
・
政
治
・
経
済
上
の
基
盤
形
成
期
（
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

世
紀
末
～
～
八
五
〇
年
代
）
②
始
動
期
（
～
七
〇
年
代
半
ば
）
③
本
格
化
の
時
期
（
～
第
一
次
世
界
大
戦
）
の
三
段
階
に
わ
け
て
い
る
。
都
市
化
と
い
う

社
会
の
大
き
な
変
化
を
考
慮
す
る
と
、
住
宅
改
革
者
た
ち
の
発
想
に
時
を
へ
る
に
つ
れ
な
ん
ら
か
の
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。

　
本
稿
は
、
世
紀
中
葉
に
あ
っ
て
は
標
準
的
な
住
宅
改
革
構
想
を
い
だ
い
て
い
た
中
央
協
会
の
機
関
誌
の
住
宅
関
連
記
事
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

先
に
の
べ
た
問
題
に
答
え
て
い
く
。
分
析
の
さ
い
に
第
二
章
で
確
認
す
る
中
央
協
会
と
そ
の
機
関
誌
の
性
格
上
、
「
運
動
」
（
実
際
の
住
居
建
設
な

ど
）
の
側
面
は
捨
象
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
こ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。
　
一
八
四
八
年
か
ら
一
九
～
五
年
ま
で
発
刊
さ
れ
た
中
央
協

会
の
機
関
誌
を
分
析
対
象
と
す
る
の
は
次
の
理
由
に
よ
6
。
中
央
協
会
は
、
世
紀
中
葉
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
存
続
し
た
、
ド
イ
ツ
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

け
る
ほ
ぼ
唯
一
の
社
会
政
策
組
織
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
従
来
の
研
究
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
住
宅
間
題
が
ド
イ
ツ
で
認
識
さ
れ
た
時
期
か

ら
、
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
の
基
盤
の
確
立
に
よ
っ
て
運
動
が
一
つ
の
段
階
に
達
し
た
時
点
と
重
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
間
、
第
二
章
で
確
認
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す
る
よ
う
に
、
中
央
協
会
は
様
々
な
倥
宅
改
革
運
動
と
関
係
を
も
っ
て
お
り
、

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
機
関
誌
に
住
宅
改
革
運
動
の
動
向
が
反
映
し
て
い
る
と
考

一九世紀ドイツにおける住宅改革溝想の変遷（北村）

①
　
　
ベ
ル
リ
ン
｛
m
廊
？
事
全
常
具
ク
ノ
ー
．
フ
ラ
，
才
ッ
ホ
の
　
…
…
歩
弓
濯
。
　
嵩
層
　
圏
く
＝
O
σ
一
黛
隔
〇
一
ご

　
！
く
〔
＝
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づ
　
！
く
〇
四
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（
ざ
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一
＝
　
じ
箒
O
「
＝
串
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一
C
圃
吋
r
　
曇
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【
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O
O
黒
ρ
益
O
　
ヨ
搾
　
一
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一
〇
一
＝
O
昌

　
〆
＜
o
剛
≡
∈
多
望
α
q
o
σ
碧
℃
㎞
貸
　
ミ
ミ
ぎ
3
ミ
題
§
園
題
9
ミ
ミ
ご
ミ
亀
誤
嵩
軸
曳

　
概
翁
＝
⑤
ミ
篭
ミ
匙
さ
ミ
登
ミ
§
ミ
塁
硫
鴨
嵩
（
開
回
α
q
．
＜
o
影
ノ
＜
．
内
α
一
口
ゴ
曽
二
戸
≡
島
｝
．

　
⇒
o
F
二
〇
〇
詳
。
・
H
り
○
◎
O
ソ
翼
㊦
瓢
⑦
勺
。
粛
。
￥
ω
「
o
輪
二
ω
．
鎗
卜
⊃
塾
　
以
下
こ
の
雑
誌
は

　
ミ
、
簿
竃
、
嚇
ミ
鷺
§
と
略
記
し
、
野
暮
は
一
九
八
○
年
に
復
刊
さ
れ
た
さ
い
に
編
集

　
者
が
つ
け
た
通
し
貰
数
を
使
う
。

②
　
拙
稿
コ
九
世
紀
中
葉
ド
イ
ツ
の
住
宅
改
革
運
動
」
『
薩
洋
史
学
』
　
一
六
六
、

　
一
九
九
二
年
。
（
以
下
「
住
宅
改
革
運
動
」
と
略
）
。

③
　
ロ
ン
ド
ン
に
つ
い
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
マ
ン
『
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
ユ

　
ー
ト
ピ
ア
ー
郊
外
住
宅
地
の
盛
衰
』
落
草
書
房
（
小
池
田
子
下
）
、
　
～
九
九
〇

　
年
・
、
　
一
四
頁
お
よ
び
三
二
頁
を
参
照
。
　
パ
リ
に
つ
い
て
は
、
〉
．
－
び
．
ω
7
ρ
営
門
P

　
勺
ヨ
．
一
ρ
旨
“
ミ
．
い
O
営
導
。
＝
（
Φ
α
．
y
§
増
訂
恥
ミ
馬
ミ
s
歯
噛
、
勲
臣
と
ー
ミ
ミ
．

　
嵐
s
こ
昏
自
書
篭
竃
辱
ミ
落
蓋
鰹
凡
ミ
嘲
お
Φ
9
や
ω
蒔
を
参
照
。

④
　

「
市
民
」
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
」
「
中
…
閻
届
」
の
弱
さ
を
強
調
す
る
見
解
…
は
、
近

　
年
に
い
た
る
ま
で
近
代
ド
イ
ツ
史
に
関
す
る
通
説
的
理
解
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い

　
え
る
。
こ
う
し
た
解
釈
と
そ
の
閥
題
点
は
、
ド
イ
ツ
「
特
有
の
道
」
論
批
判
の
書

　
で
あ
る
D
・
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
…
ン
と
G
・
イ
リ
i
『
現
代
歴
史
叙
述
の
神
話
ー
ド

　
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
』
晃
洋
書
房
（
望
田
率
男
訳
）
、
｝
九
八
三
年
を
参
照
。

⑤
　
　
「
市
民
」
再
検
討
の
試
み
は
、
政
治
史
、
社
会
史
、
家
族
史
な
ど
き
わ
め
て
多

　
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
層
っ
て
な
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
こ
で
そ
う
し
た
動
向
を
整
理

　
す
る
余
裕
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
研
究
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
を
い
く

　
つ
か
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。
験
．
囚
。
鼻
騨
（
び
σ
q
．
Y
切
急
薦
ミ
ミ
§
帖
ミ
も
．
智
き
喜
§
尉
－

　
§
ミ
．
穿
ミ
鴇
ミ
ミ
ミ
馬
ミ
鳥
ミ
悪
ミ
軌
寒
馬
、
二
§
嘱
ミ
済
い
一
㊤
Q
。
e
。
一
U
・
b
コ
一
器
7
σ
9
同
≡

　
舘
α
同
署
』
・
拷
≦
霧
（
e
α
■
）
噛
賦
ぎ
O
ミ
ミ
§
↑
鳶
ミ
四
馬
ミ
繊
算
笥
防
隷
鴇
§
ミ
Q

　
尋
匙
ミ
ミ
恥
§
冤
ミ
、
詮
O
ミ
、
§
§
ミ
匙
ミ
鴨
ミ
蕊
矯
、
き
ヤ
｝
こ
ぎ
ミ
鳶
馬
尉
ミ
§
碁

　
、
o
、
ぎ
馬
ミ
電
ぎ
ミ
ミ
ミ
鳥
鴨
ミ
ミ
事
お
㊤
こ
い
．
O
鎧
♂
　
連
蜘
二
日
碁
ミ
い
§

　
b
ミ
鳶
ら
ミ
ミ
、
9
お
Q
。
ρ
　
「
市
民
」
な
ど
の
概
念
史
に
つ
い
て
は
、
ン
8
菊
お
O
o
ご

　
じ
d
母
σ
q
o
5
の
二
業
錺
σ
費
σ
q
o
び
じ
ご
安
σ
q
臼
雰
毎
」
旨
”
O
鶏
眼
執
忌
ミ
老
馬
O
壕
ミ
ミ
寒
寒
§
’

　
お
一
〇
認
（
邦
訳
、
リ
！
デ
ル
「
市
斑
、
公
民
、
7
5
民
階
層
扁
『
市
民
社
会
の
概
念

　
史
』
以
文
社
（
河
上
倫
逸
／
常
俊
宗
三
鄭
編
訳
）
、
　
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。
本

稿
で
念
頭
に
お
く
「
市
民
」
と
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
都
市
化
の
過
程
で
都
市
に

　
労
働
者
が
流
入
し
て
く
る
に
と
も
な
っ
て
生
じ
た
社
会
問
題
に
対
応
を
迫
ら
れ
た

　
都
市
の
上
・
4
3
層
住
民
の
こ
と
を
い
う
。

⑥
拙
稿
「
ド
イ
ツ
三
月
革
命
前
後
の
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
」
『
史
林
隔
七

　
三
i
三
、
一
九
九
〇
年
。
（
以
下
「
中
央
協
会
」
と
略
）
。

⑦
H
ト
O
巴
♂
＝
9
『
巴
冨
ヨ
蕊
信
孟
．
、
暮
薦
。
岳
。
ぎ
Ω
。
ω
o
房
。
げ
㊤
津
、
、
．
N
篇

　
Ω
θ
霧
鋳
8
冠
旨
島
国
漆
喰
、
一
。
ε
二
護
α
田
鼠
9
璋
一
①
閂
ρ
じ
ご
雲
、
・
自
σ
q
§
σ
q
ぎ
U
o
三
ω
。
7

　
芦
二
α
、
ぎ
”
ミ
無
。
蔑
鴇
ぎ
N
馳
誉
6
き
、
ミ
」
b
。
h
。
P
一
の
爲
．
ガ
ル
説
と
そ
れ
を
め
ぐ
る

　
議
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
央
協
会
」
三
七
－
三
九
頁
を
参
照
。

⑧
拙
稿
「
中
央
協
会
」
お
よ
び
「
住
宅
改
革
運
動
」
を
参
照
。

⑨
い
ス
。
。
冨
℃
し
コ
響
α
q
①
詳
辱
θ
試
漕
σ
安
σ
q
霞
謙
辞
O
。
ω
o
一
審
。
匿
津
協
ヨ
ら
噸

　
』
喜
夢
厳
邑
①
二
．
国
霞
。
茎
一
。
。
9
お
閃
簿
乱
。
江
慧
α
q
2
副
巨
〇
二
二
富
。
9
匿
σ
q
o
亭

　
窟
⊃
詳
。
ロ
し
員
島
Φ
箪
（
げ
σ
q
．
）
”
犠
襲
．
O
‘
ω
．
ま
一
ω
Q
。
．

⑩
　
住
宅
が
歴
史
研
究
の
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
一
九
七
六
年
の
ニ

　
ー
ト
ハ
ン
マ
ー
の
論
文
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
い
。
署
δ
島
四
二
ヨ
。
『
旨
言
増
蜜
一
け
－
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碧
σ
①
津
〈
o
昌
甥
。
｝
急
σ
q
σ
Q
o
§
臥
①
さ
≦
…
o
ぞ
。
げ
簿
2
＞
巴
9
津
。
『
一
望
穴
臼
♪
宙
。
予

　
岩
｛
0
7
ぎ
言
“
鼠
鳶
ミ
鱈
、
禽
的
ミ
轟
轟
馬
笥
ミ
鳥
ミ
や
屋
層
一
㊤
圃
①
…
炉
Z
冨
昏
四
ヨ
ヨ
霞

　
（
7
α
q
．
）
”
§
ミ
罵
蕊
§
N
ミ
討
職
ミ
辱
切
ミ
幽
遠
呵
馬
讐
ミ
O
覇
偽
ミ
h
ミ
馬
§
砺
嵐
鳶
馬
薦
防
帖
蕊

　
犠
ミ
ミ
硝
ミ
N
帖
き
§
O
器
ミ
、
仇
罫
ミ
静
一
竃
㊤
・
…
九
入
五
年
ま
で
の
住
宅
研
究
の
動

　
向
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
を
参
照
。
出
．
轡
目
①
暮
Φ
σ
o
茜
、
じ
ご
Φ
舞
p
、
。
プ
2
嵩
σ
q
o
嵩
讐

　
鉱
p
費
Ω
O
。
α
O
露
0
7
3
α
窃
≦
O
閂
崔
①
蕊
、
一
謬
”
ぼ
2
ω
’
（
ぴ
α
q
■
）
℃
き
ミ
O
同
額
目
塗
ミ
鍔

　
§
唖
句
9
旨
禽
題
き
烏
ミ
鴨
蹴
ミ
、
一
価
ミ
詩
ぎ
蕊
8
§
概
恥
ミ
隅
田
房
ミ
ミ
㈲
ミ
暮
§
お
恥
帖
§

　
筏
馬
喰
壽
馨
N
ミ
ひ
【
ゆ
o
Q
α
．

＠
　
ク
ラ
ッ
ベ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
。
q
o
N
貯
δ
鴨
≦
o
ぴ
箒
瓢
コ
σ
q
？

　
9
瓢
と
は
、
①
広
い
民
衆
層
を
対
象
と
し
、
②
国
家
・
邦
・
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ

　
の
役
割
を
も
ち
つ
つ
積
極
的
に
関
与
し
、
そ
し
て
③
当
局
が
融
資
や
税
総
出
の
優

　
遇
措
罎
な
ど
の
多
様
な
政
策
を
お
こ
な
う
こ
と
を
い
う
。
≦
．
菊
・
賊
障
げ
σ
ρ
U
δ

　
〉
三
似
コ
頓
㊦
伽
。
ω
、
、
。
。
O
N
㌶
μ
o
昌
≦
o
『
⇔
騙
コ
σ
q
ω
σ
ゆ
島
、
、
〈
o
憎
」
o
彗
閃
窃
3
昌
≦
£
？

　
ド
期
①
σ
q
梱
牒
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旨
ヨ
β
⇒
ρ
ぢ
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凱
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ω
⊆
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ω
σ
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げ
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5
σ
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拶
。
い
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σ
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。

　
芝
O
げ
ロ
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p
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ω
喝
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三
①
ヨ
も
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ぎ
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唖
面
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騎
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篭
暮
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但
馬
醤
曳
偽
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無
ミ
ー
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ミ
§
詮
－

　
§
§
甫
§
ミ
罫
誉
譲
占
㌧
這
。
。
倉
。
。
』
N
・
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
成
立
史
と
い
う

　
観
点
は
、
住
宅
改
革
運
動
の
「
平
均
像
」
を
め
ざ
し
た
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
に
よ
る
最

　
新
の
研
究
に
い
た
る
ま
で
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
。
ω
．
じ
σ
謎
盈
①
さ
マ
ぎ
ぎ
ミ
躇
落
。
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乱
慧
ミ
肋
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潔
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憎
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略
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⑭
導
§
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㌧
ω
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●
現
代
ま
で
射
程
を
も
つ
ロ
イ
レ
ッ
ケ
の
研
究
は
、
二
〇
世
紀

　
の
都
市
化
の
過
程
を
④
後
退
期
（
戦
間
期
と
第
二
次
火
戦
後
の
再
建
期
）
、
⑤
行

　
方
の
定
ま
ら
な
い
時
期
（
六
〇
年
代
～
）
に
わ
け
て
い
る
。
§
§
§
■
」
九
八
○

　
年
代
に
な
っ
て
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
都
市
化
研
究
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代
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的
な
も
の
と
し
て
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の
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献
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あ
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お
こ
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一
　
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
化

一九世紀ドイツにおける倥宅改革構想の変遷（北村）

　
本
章
で
は
、
中
央
協
会
の
本
部
の
所
在
地
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
化
を
概
観
し
て
お
く
。
こ
こ
で
概
観
す
る
都
市
化
の
状
況
は
、
住
宅
改

革
構
想
の
変
遷
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
の
ち
に
確
認
す
る
。
ま
た
、
中
央
協
会
は
ベ
ル
リ
ン
に
限
定
さ
れ
た
組
織
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
、
本
章
で
み
る
都
市
化
の
展
開
は
他
の
大
都
市
で
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
大
差
な
い
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、
ベ
ル
リ
ン
を
と
り
あ
げ
る

こ
と
に
問
題
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ま
ず
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
時
期
の
ベ
ル
リ
ン
の
人
口
の
変
動
を
確
認
す
れ
ば
、
一
八
四
〇
年
に
三
二
二
、
六
二
六
人
が
住
ん
で
い
た
。
そ

の
後
人
口
は
急
増
し
、
ド
イ
ツ
統
一
の
七
一
年
に
は
八
二
七
、
○
○
○
人
、
そ
し
て
一
九
一
二
年
に
は
二
、
〇
九
五
、
〇
三
〇
人
で
第
一
次
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

界
大
戦
前
の
最
高
を
記
録
す
る
。
こ
の
人
臼
増
加
に
対
応
す
る
た
め
四
階
以
上
の
建
物
や
、
側
翼
・
裏
屋
つ
き
の
建
物
を
建
て
て
よ
り
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

人
に
住
居
を
提
供
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
土
地
区
画
あ
た
り
の
居
住
者
数
が
増
加
し
、
五
〇
年
に
四
八
人
で
あ
っ
た
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

七
一
年
に
は
五
八
人
、
そ
し
て
一
九
〇
〇
年
に
は
七
七
人
に
到
達
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
こ
の
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
建
物
に
様
々
な
社
会
層
が
ど
の
よ
う
に
住
ん
で
い
た
か
と
い
う
課
題
は
、
本
稿
の
叙
述
の
範
囲
を
こ
え
る
。
こ
こ

で
は
次
の
点
の
み
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
当
時
の
市
民
層
の
住
居
に
お
い
て
は
一
住
居
に
一
家
族
と
い
う
原
則
が
確
立
し
、
ま
た
部
屋
ご
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

機
能
が
明
確
に
分
離
し
て
い
た
。
他
方
、
労
働
者
の
住
居
で
は
市
民
層
の
住
居
と
は
対
極
的
な
状
況
が
み
ら
れ
た
。
ま
ず
、
部
屋
を
ま
た
貸
し

し
た
り
、
ω
。
ご
縁
σ
Q
ぎ
σ
p
興
を
う
け
い
れ
た
り
し
た
た
め
、
住
居
内
に
世
帯
主
の
家
族
以
外
の
者
が
一
緒
に
住
ん
で
い
た
。
ω
。
巳
鶏
σ
q
ぎ
σ
q
霞
と

は
、
労
働
者
の
部
屋
の
一
角
に
ベ
ッ
ド
だ
け
を
借
り
、
そ
の
労
働
者
の
家
族
と
同
じ
空
間
で
寝
泊
ま
り
す
る
人
の
こ
と
を
い
う
。
こ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

慣
習
が
あ
っ
た
の
は
世
帯
主
の
家
族
が
自
分
た
ち
の
収
入
だ
け
で
は
家
賃
を
支
払
え
な
い
た
め
で
あ
る
。
一
つ
の
住
居
に
複
数
の
世
帯
が
住
む

こ
と
は
衛
生
面
、
防
犯
面
、
そ
し
て
道
徳
面
で
大
き
な
問
題
を
は
ら
む
と
当
時
の
甫
民
潤
に
認
識
さ
れ
た
。
つ
ぎ
に
、
当
時
の
労
働
者
の
倥
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

で
は
一
つ
の
部
屋
に
台
所
、
居
間
、
寝
室
、
作
業
場
な
ど
複
数
の
機
能
が
も
た
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
と
く
に
台
所
や
作
業
場
が
独
立
し
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て
い
な
い
こ
と
は
、
市
民
層
に
衛
生
上
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
感
じ
さ
せ
た
。
以
上
に
く
わ
え
、
屋
根
下
部
屋
や
半
地
下
室
と
い
っ
た
劣
悪
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

条
件
の
部
屋
が
住
居
と
し
て
か
な
り
利
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
建
物
を
建
て
る
建
築
業
者
に
も
市
民
層
は
問
題
を
感
じ
て
い
た
。

　
で
は
、
以
下
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
化
を
、
行
論
の
必
要
か
ら
、
イ
ソ
ブ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
、
ベ
ル
リ
ン
周
辺
部
の
発
展
、
そ
し
て
す

み
わ
け
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
順
に
み
て
い
こ
う
。

　
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
交
通
機
関
の
発
展
か
ら
と
り
あ
げ
て
い
く
。
一
九
世
紀
中
葉
で
は
交
通
機
関
の
中
心
は
、

都
市
内
の
連
絡
手
段
と
し
て
の
乗
合
馬
車
、
そ
し
て
近
郊
と
ベ
ル
リ
ン
の
間
の
輸
送
を
に
な
う
鉄
道
馬
車
で
あ
っ
た
。
鉄
道
は
こ
の
時
期
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
は
七
〇
年
代
に
な
る
と
変
化
の
兆
し
を
み
せ
る
。
七
一
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
を
と
り
か
こ
む
環

状
鉄
道
の
建
設
が
は
じ
ま
り
、
そ
れ
は
七
七
年
＝
月
に
完
成
を
み
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
中
心
部
を
通
る
o
D
蜜
卑
σ
ρ
げ
昌
が
七
五
年
か
ら
七
年
の

歳
月
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
中
心
部
と
郊
外
を
む
す
ぶ
路
線
も
次
第
に
整
備
さ
れ
、
両
者
の
連
絡
は
充
実
し
て
い
く
。
世
紀
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

期
に
な
る
と
、
鉄
道
馬
車
か
ら
路
面
電
車
へ
の
転
換
や
道
路
交
通
を
邪
魔
し
な
い
た
め
の
高
架
・
地
下
鉄
道
の
建
設
が
す
す
め
ら
れ
た
。

　
交
通
機
関
に
関
し
て
は
世
紀
中
葉
の
あ
り
よ
う
が
、
七
〇
年
代
か
ら
変
化
を
開
始
し
、
そ
の
変
化
が
八
○
・
九
〇
年
代
に
急
速
化
し
た
の
だ

が
、
こ
れ
は
他
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
ガ
ス
供
給
は
他
に
先
駆
け
て
一
八
四
七
年
か
ら
市
営
で
運
営
さ
れ
て
い

⑭た
も
の
の
、
水
道
の
本
格
的
な
供
給
は
七
〇
年
代
か
ら
で
あ
る
。
五
六
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
会
社
が
上
水
道
を
運
営
し
て
い
た
が
、
こ
の
会
社

に
よ
る
水
の
供
給
は
十
分
目
も
の
と
い
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
七
三
年
に
水
道
運
営
の
自
治
体
化
が
な
さ
れ
、
以
後
水
道
網
が
整
備
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
く
。
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
（
七
六
年
）
し
て
、
下
水
網
の
建
設
が
は
じ
ま
る
。
上
下
水
道
の
整
備
は
そ
の
後
急
速
に
進
み
、
九
〇
年
代
初
頭
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ほ
ぼ
全
世
帯
が
上
下
水
道
網
に
接
続
し
た
。
ほ
か
に
も
、
八
四
年
に
市
営
電
力
会
社
の
設
立
を
見
、
八
○
年
代
に
中
央
帯
殺
場
・
中
央
帯
場
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

＝
二
の
騰
内
市
場
の
開
設
な
ど
の
食
料
供
給
機
構
の
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
ベ
ル
リ
ン
周
辺
の
都
市
の
発
展
に
眼
を
移
そ
う
。

　
世
紀
中
葉
の
状
況
を
み
る
と
、
一
八
世
紀
に
作
ら
れ
た
市
壁
が
ま
だ
ベ
ル
リ
ン
の
中
心
部
の
四
キ
ロ
四
方
の
空
間
を
と
り
か
こ
ん
で
い
た
。
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一九甑紀ドイツにおける住宅改革構想の変遷（北村）

ベ
ル
リ
ン
の
行
政
区
域
も
市
壁
芯
の
地
域
を
中
心
に
狭
く
、
三
五
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
で
あ
る
。
市
壁
は
六
七
年
に
取
り
壊
さ
れ
る
が
、
当

時
は
ま
だ
周
辺
部
の
都
市
の
発
展
も
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
人
口
は
圧
働
的
に
ベ
ル
リ
ン
市
内
に
集
中
し
て
い

た
。
一
九
二
〇
年
に
ベ
ル
リ
ン
は
周
辺
の
自
治
体
を
合
併
し
て
大
ベ
ル
リ
ン
を
形
成
す
る
。
そ
の
大
ベ
ル
リ
ン
の
地
域
の
人
口
全
体
に
旧
ベ
ル

リ
ン
地
域
の
人
口
が
し
め
る
割
合
を
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
一
八
七
学
年
に
は
九
〇
％
と
圧
倒
的
多
数
の
人
が
旧
ベ
ル
リ
ン
の
領
域

に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
数
字
は
、
そ
の
後
旧
ベ
ル
リ
ン
の
割
合
が
低
下
す
る
方
向
に
変
化
す
る
。
一
九
〇
〇
年
に
は
旧
ベ
ル
リ
ン
の
割
合
は
七

〇
％
と
な
り
、
そ
れ
が
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
一
九
年
に
は
五
〇
％
と
半
分
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
先
に
み
た
よ
う
に
ベ
ル
リ
ン
そ
の

も
の
の
人
口
は
こ
の
時
期
も
増
大
を
つ
づ
け
て
お
り
、
こ
の
変
化
は
周
辺
部
の
諸
都
市
の
発
展
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ベ

ル
リ
ン
西
郊
の
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
は
、
一
八
七
一
年
に
人
口
二
万
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
一
九
年
に
は
三
二
五
、
○
○
○
人
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

五
〇
年
弱
の
間
に
一
六
倍
強
に
そ
の
人
口
が
増
大
し
て
い
る
。

　
人
口
の
面
か
ら
み
る
と
世
紀
中
葉
で
は
き
わ
め
て
狭
か
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
空
閾
が
、
時
を
へ
る
に
つ
れ
て
周
辺
部
ま
で
拡
大
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
す
み
わ
け
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
よ
う
。

　
世
紀
中
葉
で
あ
っ
て
も
あ
る
程
度
の
す
み
わ
け
は
み
ら
れ
、
中
心
部
と
酉
部
に
は
裕
福
な
階
層
、
そ
し
て
北
・
東
・
南
の
地
域
に
は
労
働
者

　
　
　
　
　
慾

が
す
ん
で
い
た
。
た
だ
し
、
前
者
の
地
区
で
も
条
件
の
悪
い
屋
根
裏
、
地
下
室
、
裏
屋
に
は
労
働
者
が
す
み
、
ま
た
後
者
で
も
工
場
主
は
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
近
く
の
労
働
者
地
区
に
住
居
を
設
け
た
。
世
紀
中
葉
に
あ
っ
て
は
い
ま
だ
様
々
な
階
層
が
輯
を
接
し
て
暮
ら
し
て
い
た
の
だ
が
、
都
市
化
が

進
む
に
つ
れ
、
市
内
の
す
み
わ
け
が
次
第
に
は
っ
き
り
し
、
当
時
の
人
々
も
そ
れ
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
市
の
中
心
部
が
「
シ
テ

ィ
ー
」
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
。
つ
ま
り
、
居
倥
人
口
が
減
少
し
、
行
政
、
商
業
、
金
融
な
ど
の
機
能
を
も
つ
建
物
が
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
南
西
部
が
裕
福
な
層
の
居
住
地
で
あ
り
、
北
・
葉
・
南
の
地
域
が
労
働
者
の
居
住
地
で
あ
る
と
い
う
世
紀
中
葉
以
来
の
特
微
は
よ
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
き
り
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
労
働
者
地
域
の
な
か
で
も
、
中
心
部
か
ら
遠
く
な
る
に
つ
れ
社
会
階
層
が
低
下
し
て
い
く
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
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以
上
、
都
市
化
の
進
展
に
よ
っ
て
枇
紀
転
換
期
頃
に
な
る
と
ベ
ル
リ
ン
は
、
世
紀
中
葉
と
は
そ
の
様
相
が
か
な
り
異
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
確
認
し
た
う
え
で
、
次
章
で
は
中
央
協
会
と
住
宅
間
題
の
関
わ
り
を
み
て
い
く
。
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一九世紀ドイツにおける住宅敢革構想の変遷（北村）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
労
働
諸
階
級
福
祉
申
央
協
会
と
住
宅
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ま
ず
、
中
央
協
会
の
歴
史
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

　
中
央
協
会
は
、
一
八
四
四
年
に
開
催
さ
れ
た
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
工
業
博
覧
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
当
時
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た
労
働
者
の

貧
困
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
成
立
し
た
。
だ
が
、
規
約
が
内
務
省
に
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
中
央
協
会
は
正
式
に
活
動
が
で
き
な
く
な
る
。

一
八
四
八
年
に
な
る
と
状
況
が
変
わ
る
。
パ
リ
の
二
月
革
命
の
情
報
が
ベ
ル
リ
ン
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
内
務
省
が
中
央
協
会
に
当
局
と
布
民

の
間
の
仲
介
者
の
役
割
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
規
約
が
承
認
さ
れ
る
な
ど
、
中
央
協
会
が
正
式
に
活
動
を
お
こ
な
う
環
境
が

で
き
あ
が
り
、
中
央
協
会
は
積
極
的
な
活
動
に
の
り
だ
す
。
三
月
革
命
も
一
段
落
し
て
の
ち
一
八
五
〇
年
に
は
組
織
を
再
編
成
し
、
中
央
協
会

は
そ
の
活
動
を
社
会
問
題
・
社
会
改
革
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
普
及
に
限
定
し
た
。
こ
の
活
動
方
針
は
そ
の
後
大
き
く
変
化
し
な
い
が
、
一

八
七
一
年
に
規
約
が
改
正
さ
れ
、
協
会
の
活
動
領
域
が
そ
れ
ま
で
の
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
ド
イ
ツ
全
体
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
は
の
べ
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
最
終
的
に
は
中
央
協
会
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
一
九
一
五
年
に
解
散
し
、
そ
の
七
〇
年
に
お
よ
ぶ
活
動
に
終
止
符
を

う
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
こ
う
し
た
活
動
を
お
こ
な
っ
た
中
央
協
会
で
あ
る
が
、
世
紀
中
葉
に
あ
っ
て
は
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ベ
ル
リ
ン
の
「
社
会
改
革
者
の
結
集
点
」
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
八
六
〇
年
代
以
降
、
同
種
の
団
体
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
の
団
体
の
背
後
に
隠
れ
た
形
に
な
り
そ
の
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

動
は
め
だ
た
な
く
な
る
。
社
会
調
査
や
請
願
活
動
な
ど
積
極
的
な
活
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
社
会
政
策
学
会
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
情
報
の
「
収

集
と
普
及
」
に
そ
の
活
動
を
限
定
し
た
中
央
協
会
は
地
味
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
他
の
社
会
政
策
・
改
革
組
織
と
人
的
に
交

　
　
　
　
④

流
が
あ
っ
た
こ
と
、
幅
広
い
領
域
の
題
材
を
集
め
た
機
関
誌
を
継
続
的
に
発
行
し
た
こ
と
か
ら
、
中
央
協
会
は
社
会
政
策
・
社
会
改
革
者
の
情

報
の
交
換
の
場
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
は
た
し
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
。

　
協
会
員
数
の
変
遷
を
大
ま
か
に
た
ど
る
と
、
三
月
革
命
が
お
こ
っ
た
一
八
四
八
年
に
は
三
四
四
人
が
加
入
し
て
い
た
。
そ
れ
が
革
命
が
終
息
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す
る
と
脱
退
が
相
次
ぎ
、
一
八
七
〇
年
に
は
一
七
六
人
と
活
動
期
間
全
体
を
通
じ
て
の
最
低
を
記
録
す
る
。

七
一
年
の
ド
イ
ツ
統
一
以
後
に
な
る
と
全
ド
イ
ツ
癌
組
織
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
協
会
員
数
は
増
大
し

一
八
九
〇
年
に
は
一
一
五
三
人
と
七
〇
年
か
ら
の
二
〇
年
間
で
七
倍
に
ふ
く
れ
あ
が
る
。
そ
の
後
は
わ
ず
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
減
少
傾
向
と
な
り
、
解
散
し
た
一
九
一
五
年
に
は
八
七
四
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
協
会
員
数
は
こ
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
が
、
彼
ら
の
職
業
を
ま
と
め
る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
世

紀
中
葉
に
は
企
業
家
（
工
場
主
や
商
人
）
と
官
僚
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
世
紀
末
以
降
は
各
地
の
甫
参

事
会
、
商
業
会
議
所
、
企
業
な
ど
の
各
種
尊
体
の
比
重
が
ま
し
、
一
九
一
〇
年
に
は
協
会
員
の
半
数
以
上
を

し
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
各
種
団
体
を
の
ぞ
い
た
個
人
に
つ
い
て
み
る
と
、
企
業
家
と
官
僚
が
二
大
職
業
勢

力
で
あ
る
こ
と
は
中
央
協
会
の
存
続
期
間
を
通
じ
て
変
わ
り
な
い
こ
と
は
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
以
上
中
央
協
会
の
歴
史
を
略
述
し
た
が
、
中
央
協
会
と
住
宅
改
革
運
動
と
の
関
係
を
次
に
み
て
い
く
。
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

来
の
研
究
で
は
、
中
央
協
会
の
機
関
誌
の
記
事
は
世
紀
中
葉
を
叙
述
す
る
さ
い
に
は
言
及
さ
れ
る
が
、
そ
の

後
の
時
期
に
つ
い
て
は
他
の
改
革
運
動
の
背
後
に
お
し
や
ら
れ
た
形
に
な
り
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と

　
　
　
⑦

ん
ど
な
い
。
前
稿
で
、
世
紀
中
葉
に
つ
い
て
は
中
央
協
会
の
機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
、
当
時
の
標
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

的
な
改
革
構
想
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
後
の
時
期
に
関
し
て
は
こ
こ
で
明
書
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
た
だ
し
、
中
央
協
会
の
機
関
誌
に
一
九
世
紀
の
住
宅
改
革
運
動
の
動
向
が
反
映
し
て
い
た
こ
と
は

た
し
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
直
接
住
宅
改
箪
に
の
り
だ
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
設
立
か
ら
解
散
ま
で
中

央
協
会
が
住
宅
闇
題
・
住
宅
改
革
運
動
と
関
係
を
保
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
状
況
を
み
て
い
く
と
、
～
八
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
は
当
時
の
ド
イ
ツ
最
大
の
住
宅
改
革

組
織
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
と
の
間
に
深
い
交
流
が
あ
っ
た
。
組
織
面
や
人
的
な
つ
な
が
り
か
ら
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一・辮｢紀ドイツにおける住宅改革構想の変遷（北村）

み
る
と
、
中
央
協
会
そ
の
も
の
が
こ
の
団
体
に
加
入
し
て
い
る
。
双
方
の
会
議
に
代
表
を
派
遣
し
あ
い
、
中
央
協
会
の
機
関
誌
に
ベ
ル
リ
ン
共

同
建
築
協
会
に
関
す
る
記
事
が
数
回
掲
載
さ
れ
た
。
個
人
の
レ
ベ
ル
で
も
具
体
的
な
人
数
は
わ
か
ら
な
い
が
、
両
方
の
団
体
に
参
加
し
た
人
も

多
く
い
た
。
建
築
顧
問
官
エ
ミ
ヅ
ヒ
瞬
ヨ
臼
陣
。
げ
や
V
・
A
・
フ
ー
バ
ー
＜
．
｝
．
頃
蛛
σ
賃
な
ど
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
の
初
期
の
活
動
を

り
t
ド
し
た
人
物
の
多
く
は
、
同
時
に
中
央
協
会
の
協
会
員
で
あ
る
。
財
政
面
で
も
中
央
協
会
は
、
一
八
四
八
年
に
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
五
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
を
寄
付
し
、
五
三
年
に
は
国
王
か
ら
あ
た
え
ら
れ
た
七
五
〇
〇
タ
…
ラ
ー
で
こ
の
団
体
の
株
を
購
入
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
関
係
は
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
の
活
動
が
順
調
に
い
っ
て
い
た
五
〇
年
代
初
期
ま
で
に
す
ぎ
ず
、
ベ
ル
リ
ン
共
同
建

築
協
会
の
「
停
滞
」
後
は
両
者
の
関
係
は
し
だ
い
に
疎
遠
に
な
る
。

　
一
八
六
〇
年
代
に
な
る
と
ド
イ
ツ
経
済
者
会
議
を
舞
台
と
し
て
住
宅
間
．
題
に
関
す
る
議
論
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
議
論
に
は
中
央
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

会
も
積
極
的
に
関
与
し
、
実
質
的
に
ド
イ
ツ
経
済
者
会
議
と
中
央
協
会
の
共
催
の
形
と
な
っ
た
。
こ
の
議
論
が
一
段
落
し
て
の
ち
一
八
七
〇
年

　
　
　
　
⑪

代
に
な
る
と
、
住
宅
改
革
運
動
は
全
般
的
に
低
調
と
な
る
が
、
中
央
協
会
も
住
宅
問
題
に
め
だ
っ
た
取
り
組
み
を
み
せ
て
い
な
い
。

　
住
宅
改
革
運
動
全
体
が
ふ
た
た
び
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
八
○
年
代
半
ば
に
な
る
と
状
況
は
変
わ
る
。
中
央
協
会
が
音
頭
を
と
る
形
で
ベ
ル

リ
ン
小
住
居
改
善
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
れ
は
、
社
会
政
策
学
会
の
住
宅
事
情
調
査
（
一
八
八
五
年
）
な
ど
を
背
景
と
し
つ
つ
、
中
央
協
会
が
住
宅
改
革
へ
の
独
自
の
試
み
を
み
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
の
で
あ
る
。
一
八
八
五
年
一
〇
月
以
降
、
役
員
・
委
員
会
や
総
会
で
何
度
か
こ
の
問
題
が
論
議
さ
れ
た
の
ち
、
一
八
八
八
年
一
一
月
に
ベ
ル

リ
ン
小
住
居
改
善
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
当
時
の
代
表
的
住
宅
改
革
組
織
の
一
つ
で
あ
る
こ
の
団
体
は
中
央
協
会
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ

て
成
立
し
た
も
の
だ
が
、
組
織
的
に
は
別
個
の
独
立
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
土
地
価
格
・
建
築
費
の
高
さ
か
ら
労
働
者
の
た
め
の

住
居
を
新
築
す
る
こ
と
は
最
初
か
ら
断
念
さ
れ
た
。
そ
の
か
わ
り
に
、
既
存
の
住
宅
を
購
入
し
、
そ
れ
を
改
造
し
て
衛
生
や
耐
久
性
の
点
で
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

切
な
住
居
に
す
る
、
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
十
分
な
採
光
や
換
気
を
確
保
す
る
よ
う
に
改
造
で
き
な
い
こ
と
が
明

ら
か
と
な
る
。
こ
の
状
況
を
う
け
て
小
住
居
改
善
協
会
は
住
居
を
新
築
す
る
と
い
う
方
向
へ
活
動
方
針
を
移
そ
う
と
し
、
改
造
と
い
う
従
来
通
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り
の
原
剛
に
固
執
す
る
中
央
協
会
と
そ
の
活
動
方
針
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
九
〇
年
に
は
両
者
の
関
係
は
完
全
に
悪
化
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

小
住
居
改
善
協
会
は
中
央
協
会
か
ら
挾
を
わ
か
ち
、
独
自
の
活
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
の
機
関
誌
を
み
る
と
、
社
会
政
策
学
会
の
住
宅
調
査
、
廃
疾
・
養
老
年
金
法
（
一
八
九
〇
年
）
、
協
同
組
合
法
（
一
八
八
八
年
）

　
⑯

な
ど
、
当
時
の
住
宅
改
革
運
動
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
と
さ
れ
る
事
柄
に
関
す
る
記
事
が
み
ら
れ
る
。
ほ
か
に
も
、
田
園
都
市
運

動
や
国
際
住
宅
会
議
、
そ
し
て
全
ド
イ
ツ
住
宅
会
議
な
ど
も
記
事
の
題
材
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
世
紀
中
葉
と
世
紀
末
の
二
つ
の
時
期
を
中
心
と
し
て
中
央
協
会
は
住
宅
改
革
運
動
と
関
係
を
保
ち
つ
づ
け
た
と
い
え
る
。
つ
ぎ

に
中
央
協
会
の
機
関
誌
に
お
け
る
住
宅
関
連
の
記
事
の
位
置
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
そ
の
た
め
に
中
央
協
会
の
機
関
誌
の
変
遷
に
つ
い
て
ふ
れ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
中
央
協
会
が
機
関
誌
の
発
行
を
開
始
し
た
の
は
、
一
八
四
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
以
後
一
九
一
五
年
ま
で
発
行
さ
れ
る
中
央
協
会
の
機
関
誌

の
一
貫
し
た
編
集
姿
勢
は
、
社
会
問
題
の
情
報
の
収
集
と
普
及
、
そ
し
て
そ
の
さ
い
に
党
派
的
活
動
や
時
事
問
題
か
ら
超
越
し
、
中
立
的
な
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

場
を
と
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
機
関
誌
の
変
遷
を
時
期
ご
と
に
み
て
い
く
と
、
最
初
は
『
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
会
報
』
（
以
下
『
会
報
』
と
略
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
一

八
四
八
年
か
ら
五
八
年
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
『
会
報
』
に
は
さ
ま
っ
た
編
集
者
も
お
か
れ
ず
、
定
期
的
な
発
行
を
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
う
し
た
状
況
へ
の
反
省
か
ら
、
｝
八
五
八
年
に
『
プ
ロ
イ
セ
ン
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
雑
誌
』
（
以
下
『
雑
誌
恥
と
略
）
と
名
称
が
変
更
さ

れ
、
年
四
回
の
定
期
発
行
が
め
ざ
さ
れ
た
。
六
二
年
ま
で
発
行
さ
れ
た
『
雑
誌
』
で
は
、
編
集
者
と
し
て
ヴ
ァ
イ
ス
O
凪
・
類
Φ
お
と
い
う
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
お
い
た
。
六
三
年
に
な
る
と
『
労
働
老
の
友
』
と
機
関
中
名
が
変
更
さ
れ
る
。
中
央
協
会
の
機
関
誌
は
以
後
一
九
｛
五
年
の
廃
刊
に
い
た
る

ま
で
こ
の
名
称
で
年
に
四
回
な
い
し
は
六
回
の
ペ
ー
ス
で
発
行
さ
れ
た
。
編
集
長
に
は
新
た
に
統
計
局
官
吏
K
・
ブ
レ
ー
マ
ー
囚
．
じ
d
母
ヨ
曾

が
な
り
、
彼
は
七
二
年
ま
で
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
。
彼
の
後
任
は
国
民
経
済
学
老
V
・
べ
ー
メ
ル
ト
ζ
¢
び
簿
8
0
詳
で
あ
る
。
彼
は
、
一
八

七
三
年
か
ら
廃
刊
さ
れ
る
～
九
一
五
年
ま
で
四
〇
年
近
く
『
労
働
者
の
友
』
の
編
集
長
を
つ
と
め
た
。
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～九世紀ドイツにおける佐宅改革構想の変遷（北村）

表2　機関誌全体にしめる住宅関連記事の位置

i記事数 iページ数

年代t総数　倥宅196　・i総数1住宅1％

　　　0

6．59

14．3

2．78

4．12

tl．11

2．34

2．08

4．88

　　0

194

563

133

223

243

120

55

632

2944

3935

4786

5410

5911

5118

2646

　0

11

35

18

39

34

16

　7

　　0

5．29

＄．75

4．26

5．14

3．72

2・　．49

2．39

92

208

40e

423

759

913

643

1840

1850

1860

1870

188e

1890

1900

19109101

言十

19，S31

3731　1＋　　　　3731　1　　　160　1　　4．29　．i　31382　1　　1531　i　　4・i

一，ld’ittlteiltenscn，　1848－1858；　Zcitscltrift，　Bd．　1－4，　leQ58－

1862；エ）8ア　！4rbeiteアプreitnd，　Jg，1－52，1863－1915　‘う自汐く

より作成。

　
中
央
協
会
の
機
関
誌
の
変
遷
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
住

宅
関
連
の
記
事
数
・
頁
数
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
総
数
に
対
す
る
割
合
を
ま
と
め
た
の

が
表
2
で
あ
る
。
こ
の
表
を
み
て
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
一
八
六
〇
年
代
に
中
央
協
会

で
住
宅
問
題
へ
の
関
心
が
も
っ
と
も
高
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
中
央
協
会
も

関
与
し
て
ド
イ
ツ
経
済
者
会
議
を
舞
台
に
住
宅
問
題
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
。
つ
ぎ
に
一
八
五
〇
年
代
の
数
字
が
高
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
こ
う
。
一
八
七
〇
年

代
に
住
宅
問
題
へ
の
関
心
が
低
下
し
た
が
、
八
○
年
代
・
九
〇
年
代
と
そ
れ
が
ふ
た
た

び
増
大
し
た
。
一
九
〇
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
住
宅
問
題
へ
の
関
心
が
一
八
七
〇
年
代

の
レ
ベ
ル
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

　
五
〇
・
六
〇
年
代
と
八
○
・
九
〇
年
代
の
二
回
、
中
央
協
会
の
住
宅
問
題
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
た
の
だ
が
、
住
宅
関
連
の
記
事
を
そ
の
内
容
で
分
類
し
た
も
の
を
年
代
ご
と

み
よ
う
。
五
〇
年
代
や
六
〇
年
代
は
具
体
的
な
改
革
提
案
で
あ
る

記
事
の
比
重
が
あ
る
。
八
○
年
代
以
降
に
な
る
と
こ
れ
が
単
な
る
事
実
報
告
で
あ

る
「
報
告
」
や
「
小
記
事
」
中
心
に
転
換
す
る
。

　
本
章
の
叙
述
を
手
短
か
に
整
理
す
る
と
、
住
宅
改
革
と
の
関
係
、
そ
し
て
記
事

の
数
量
的
側
面
か
ら
み
て
、
中
央
協
会
の
住
宅
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
は
盛
り
上

が
り
を
み
せ
た
二
つ
の
時
期
が
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
時
期
そ
れ
ぞ
れ
で
、
ど
の

よ
う
な
住
宅
改
革
構
想
・
理
想
住
宅
像
が
語
ら
れ
て
い
た
か
を
み
て
い
こ
う
。

に
整
理
し
た
表
3
を
み
て

　
　
　
　
「
改
革
案
」
に

表3　記事の種類分析（記事数）

年代1改革案　報告 小記事

0
1
9
4
2
6
1
6
8
1

0
4
4
9
1
0
1
2
3
4

0
6
2
2
5
3
6
5
2

1840

185e

1860

1870

1880

1890

1900

191e

計 49 46 65

「改革案」とは具体的な改革構想が

語られている記事，「報告」とは注

宅改革の実際の試みについての詳細

な記録，そして「小記事」とは住i宅

改革団体の規約などを掲載した記事

をここではいう。
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§
§
ミ
§
粛
§
§
偽
9
“
畑
ぎ
ぎ
ミ
浅
濤
臓
魯
肋
§
ミ
繕
ミ
袋
§
凡
§
ミ
§

　
映
ミ
題
ミ
3
H
Q
Q
繭
。
◎
1
一
〇
◎
萌
Q
Q
．

⑳
N
ミ
恥
書
、
ミ
§
軌
9
ミ
ミ
㍗
§
ミ
誹
帖
Q
ド
ミ
ミ
ミ
ミ
濤
喚
§
恥
ミ
。
ミ
駄
ミ

　
ミ
贈
ミ
§
§
§
ミ
三
盛
ひ
一
。
。
総
点
。
。
Φ
P
（
以
下
N
ミ
魯
ミ
ミ
と
略
）
。

⑳
　
b
ミ
鳳
さ
無
鷺
さ
、
偽
ミ
§
H
◎
。
O
。
。
1
お
一
9
1
．
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三
　
一
九
世
紀
申
葉
の
住
宅
改
革
講
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
こ
の
賭
期
の
中
央
協
会
の
議
論
に
つ
い
て
は
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
や
フ
…
バ
ー
と
対
比
し
つ
つ
前
稿
で
も
ふ
れ
た
。
本
稿
で
は
中
央
協

会
の
住
宅
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
み
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
そ
れ
を
前
年
よ
り
も
詳
細
に
追
い
つ
つ
、
前
脚
で
は
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
改
革
案
を



一九世紀ドイツにおける住宅・改革構想の変遷（北村）

中
心
に
分
析
を
す
す
め
て
い
く
。
ま
ず
、
大
ま
か
な
論
調
の
変
化
を
お
さ
え
て
お
こ
う
。

　
中
央
協
会
が
住
宅
問
題
に
妾
初
か
ら
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
設
立
時
や
三
月
革
命
中
に
だ
さ
れ
た
綱
領
文
か
ら
よ
み
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
四
八
年
に
規
約
が
承
認
さ
れ
て
か
ら
だ
さ
れ
た
「
地
域
活
動
と
参
加
の
よ
び
か
け
」
（
四
月
一
四
日
）
で
は
労
働
者
の

状
況
改
善
手
段
が
五
項
目
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
第
四
番
目
の
項
図
は
衛
生
面
の
改
善
に
つ
い
て
だ
が
、
そ
れ
に
必
要
と
さ
れ
る
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

つ
か
の
処
置
の
一
つ
と
し
て
「
よ
い
住
居
の
創
設
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
綱
領
文
章
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
、
一
八
五
〇
年
に
お
こ
な
わ
れ
た

組
織
の
再
編
時
に
設
け
ら
れ
た
一
四
の
分
科
会
に
も
住
宅
を
あ
つ
か
う
第
一
二
分
科
会
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
中
央
協
会
の
住
宅
問
題
へ
の
関

　
　
　
　
　
　
③

心
が
よ
み
と
れ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
設
立
か
ら
～
八
五
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
中
央
協
会
は
住
宅
問
題
に
関
心
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
。
た
だ
し
、
住
宅
問
題
は
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
の
管
轄
で
あ
る
と
い
う
態
度
を
と
り
、
中
央
協
会
は
積
極
的
に
と
り
く
ん
で
い
な
い
。

　
こ
う
し
た
状
況
が
変
化
し
、
『
会
報
』
に
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
以
外
の
住
宅
関
連
記
鄭
が
は
じ
め
て
の
っ
た
の
は
、
嶺
道
号
に
発
行
年

が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
八
五
三
年
な
い
し
は
五
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
の
活
動
の
「
停
滞
」
を
背
景
に
『
会
報
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

新
シ
リ
ー
ズ
一
巻
三
号
に
「
ベ
ル
リ
ン
の
小
・
中
住
居
の
状
況
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
題
で
、
住
宅
関
連
の
改
革
案
が
二
つ
掲
載
さ
れ
た
。

　
機
関
誌
の
タ
イ
ト
ル
が
『
雑
誌
』
と
変
更
さ
れ
て
か
ら
は
、
エ
、
ミ
ッ
ヒ
が
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
へ
の
批
判
記
事
を
し
ば
し
ば
掲
載
し
て

　
⑥

い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
記
事
で
は
も
っ
ぱ
ら
ベ
ル
琵
ン
の
住
宅
問
題
が
あ
っ
か
わ
れ
て
い
た
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
や
ス
イ
ス
の
改
革
運
動
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外
国
の
住
宅
改
革
運
動
を
紹
介
す
る
と
い
う
傾
向
は
、
『
労
働
者
の
友
』
時
代
に
も
み
ら
れ
る
。

　
一
八
六
〇
年
代
の
『
労
働
者
の
友
』
に
お
け
る
住
宅
関
連
の
記
事
を
か
た
る
場
合
も
っ
と
も
注
鼠
に
値
す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
経
済
者
会
議
を

舞
台
に
お
こ
な
わ
れ
た
住
宅
改
革
の
議
論
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
五
八
年
に
「
ド
イ
ツ
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
」
を
統
合
し
て
成
立
し
た

こ
の
団
体
は
、
毎
年
の
よ
う
に
会
議
を
開
き
、
経
済
・
縫
合
上
の
問
題
を
討
論
し
た
。
住
宅
閤
題
も
六
四
年
の
会
議
で
ま
ず
と
り
あ
げ
ら
れ
、

六
五
年
と
六
七
年
の
大
会
で
も
と
り
く
ま
れ
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
『
労
働
者
の
友
』
に
は
ま
ず
二
号
に
協
会
長
レ
ッ
テ
の
　
一
，
住
宅
建
設
協
同
組
合
に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
経
済
者
会
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⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

議
メ
ン
バ
ー
へ
の
書
状
」
と
い
う
文
章
が
の
る
。
三
号
（
一
八
六
五
年
）
に
六
五
年
置
会
議
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
八
種
類
が
掲
載
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
。
翌
六
六
年
の
四
号
に
こ
れ
ら
の
意
見
書
と
六
五
年
の
会
議
で
の
議
論
を
う
け
た
中
央
協
会
の
意
見
書
が
の
る
。
六
七
年
の
会
議
で
は
「
自

由
放
任
主
義
」
の
原
則
が
勝
利
を
お
さ
め
、
会
議
が
住
宅
問
題
を
積
極
的
に
と
り
あ
げ
な
い
こ
と
を
決
議
し
た
。
そ
れ
を
う
け
て
同
年
の
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
フ
ー
バ
ー
が
「
住
宅
難
と
私
的
投
機
」
と
い
う
論
文
で
住
宅
改
革
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
主
張
し
て
い
る
。

　
以
上
が
こ
の
章
で
あ
つ
か
う
時
期
の
中
央
協
会
機
関
誌
の
住
宅
関
連
記
事
の
論
調
だ
が
、
以
下
時
代
順
に
機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
住
宅
改
革

構
想
を
分
析
し
て
い
く
。

　
ま
ず
、
一
八
五
〇
年
代
の
改
革
案
と
し
て
、
中
央
協
会
の
委
員
で
も
あ
る
、
建
築
調
査
宮
エ
ミ
ッ
ヒ
の
「
ベ
ル
リ
ン
の
小
・
中
住
居
不
足
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

原
因
と
救
済
に
関
す
る
考
察
」
と
題
す
る
論
文
を
分
析
し
よ
う
。
彼
は
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
の
創
設
メ
ン
バ
…
の
一
人
で
あ
り
、
五
〇
年

代
末
ま
で
そ
の
役
員
を
つ
と
め
る
。
五
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
住
宅
改
革
運
動
の
担
い
手
と
し
て
の
性
格
を
失
っ
た
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
再
三
批
判
し
た
う
え
、
最
終
的
に
は
脱
退
し
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
分
析
す
る
彼
の
論
文
は
、
先
に
の
べ
た
「
ベ
ル
リ
ン
の
小
・
中
住
居
の
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

況
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
題
で
書
か
れ
た
二
つ
の
論
文
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
執
筆
が
五
三
年
な
い
し
は
五
四
年
で
あ
る
こ
の
論
文
で
は
彼

の
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
批
判
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
は
で
て
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
が
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
の
活
動
の
停
滞
に
対
処
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
た
め
に
こ
の
論
文
を
書
い
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
、
彼
の
議
論
を
整
理
し
て
い
こ
う
。

　
彼
は
、
建
築
用
地
の
価
格
と
建
築
費
の
上
昇
の
た
め
家
賃
が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
を
ひ
と
ま
ず
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
経
済
的

要
因
よ
り
も
社
会
的
要
因
の
ほ
う
を
住
宅
問
題
に
と
っ
て
の
中
心
的
な
障
害
と
考
え
て
い
る
。
彼
は
そ
う
し
た
障
害
と
し
て
、
住
居
を
濫
用
し

か
ね
な
い
多
く
の
小
賃
借
人
と
関
わ
る
さ
い
の
大
家
の
不
快
感
や
不
安
を
あ
げ
る
。
こ
う
し
た
感
覚
を
も
た
ら
す
建
物
は
、
規
模
の
大
き
す
ぎ

る
も
の
、
多
く
の
住
民
が
雑
多
に
住
ん
で
い
る
も
の
、
そ
し
て
裕
福
な
階
級
と
貧
し
い
階
級
の
住
居
が
一
緒
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

彼
の
理
想
の
建
物
は
、
次
の
引
用
文
の
よ
う
に
こ
う
し
た
建
物
と
は
対
極
的
な
も
の
と
い
え
る
。

　
　
　
「
新
し
い
市
民
の
倥
居
の
建
物
は
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
建
て
ら
れ
、
だ
が
で
き
る
だ
け
大
小
の
住
居
は
適
切
に
分
離
し
、
せ
い
ぜ
い
一
六
か
ら
二
〇

124　　（9工0）
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の
住
居
が
一
つ
の
土
地
に
集
め
ら
れ
、
同
蒋
に
大
き
く
・
家
賃
の
高
い
住
居
が
魅
力
的
な
位
蹉
・
豊
か
な
施
設
を
、
小
さ
く
・
安
い
住
居
が
よ
く
な
い
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
と
つ
つ
ま
し
い
施
設
を
わ
り
あ
て
ら
れ
る
。
」

空
間
的
に
独
立
し
た
大
小
の
住
居
を
集
め
た
こ
う
し
た
建
物
に
は
安
全
、
衛
生
、
快
適
さ
が
要
求
さ
れ
る
。
婬
物
を
建
て
る
場
所
と
し
て
は
、

「
市
の
あ
ま
り
へ
ん
ぴ
で
は
な
い
地
域
」
が
よ
い
。
そ
し
て
、
家
賃
に
つ
い
て
の
試
算
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
の
は

玄
関
、
台
所
、
寝
室
、
居
間
と
機
能
分
離
が
な
さ
れ
て
い
る
市
民
層
の
住
居
で
あ
る
。
彼
は
、
以
上
の
よ
う
な
住
居
を
建
設
す
る
た
め
に
、
市

当
局
や
共
同
建
築
協
会
に
よ
る
土
地
の
貸
与
・
奨
励
金
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
を
そ
の
方
向
に
改
造
す
る
か
、

新
し
い
株
式
会
社
を
設
立
す
る
か
を
考
慮
す
る
に
値
す
る
課
題
と
し
て
論
文
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
エ
ミ
ッ
ヒ
に
お
い
て
も
、
当
時
の
住
宅
改
革
溝
想
の
中
心
で
あ
る
「
混
合
居
倥
」
を
軸
と
し
た
住
宅
改
革
案
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
「
混
合
居
住
」
が
中
央
協
会
機
関
誌
の
住
宅
改
革
案
の
主
流
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
い
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

な
い
。
『
雑
誌
』
編
集
長
ヴ
ァ
イ
ス
は
「
混
合
居
住
」
の
道
徳
面
の
利
点
を
強
調
し
、
『
労
働
者
の
友
』
編
集
長
プ
レ
…
マ
ー
も
、
「
混
合
居
住
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

を
理
想
と
し
、
パ
リ
で
は
そ
れ
が
崩
壊
し
た
の
に
、
ド
イ
ツ
で
は
「
混
合
居
住
」
が
現
実
に
存
在
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
住
宅
問
題
を
と
り
あ
げ
た
論
者
す
べ
て
が
「
混
合
居
住
」
に
言
及
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
開
業
医
ク
リ
ー
ガ
ー
閑
H
δ
σ
q
興

は
、
五
六
年
の
論
文
で
ベ
ル
リ
ン
の
地
下
住
居
の
悪
弊
を
衛
生
面
か
ら
論
じ
、
地
下
住
居
を
極
力
使
わ
な
い
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

住
民
の
社
会
関
係
ま
で
た
ち
い
っ
て
議
論
し
な
い
こ
う
し
た
改
革
案
は
、
本
章
で
対
象
と
す
る
時
期
全
体
で
も
例
外
で
あ
り
、
彼
と
次
に
と
り

あ
げ
る
ゼ
ン
フ
ト
レ
ー
ベ
ン
の
み
で
あ
る
。

　
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
中
央
協
会
の
基
本
的
論
調
が
「
混
合
居
住
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
つ
ぎ
に
ド
イ
ツ
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

老
会
議
で
お
こ
な
わ
れ
た
議
論
の
さ
い
に
だ
さ
れ
た
意
見
書
を
分
析
す
る
。
ま
ず
例
外
的
な
論
調
と
し
て
ロ
ソ
ド
ソ
在
住
の
軍
医
H
・
ゼ
ソ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ト
レ
ー
ベ
ン
霞
．
u
り
Φ
三
離
①
げ
窪
の
論
文
「
農
村
労
働
者
住
居
の
衛
生
的
施
設
に
つ
い
て
」
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
大
都
帯
だ
け
で
は
な
く
、
小
都
市
や
農
村
で
も
快
適
な
住
居
が
作
ら
れ
て
い
な
い
と
認
識
す
る
彼
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
東
部
諸
州
の
農
村
労
働
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者
の
住
居
に
対
す
る
長
年
の
観
察
か
ら
こ
の
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
。
住
居
の
囲
的
と
し
て
健
康
を
損
な
う
こ
と
な
し
に
外
界
の
危
険
か
ら
人

を
守
る
こ
と
を
あ
げ
た
う
え
で
、
彼
は
静
寂
や
自
尊
教
育
を
も
た
ら
す
と
い
う
観
点
か
ら
一
家
族
の
た
め
の
一
戸
建
て
を
推
奨
す
る
。
そ
し
て
、

彼
は
住
居
に
必
要
な
条
件
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
住
宅
の
周
辺
の
状
況
か
ら
は
じ
め
て
、
部
屋
の
酸
素
量
、
床
、
天
井
、
壁
、
窓
、
ヂ
ア
、
照

明
、
家
畜
小
屋
、
そ
し
て
慶
村
住
民
の
共
用
施
設
に
つ
い
て
、
衛
生
的
観
点
か
ら
詳
細
に
そ
う
し
た
条
件
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
点
を
逐
一
紹
介
す
る
の
は
紙
幅
の
都
合
上
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
の
彼
の
主
張
を
整
理
し
て
お
く
。

　
ト
イ
レ
は
家
畜
小
屋
に
も
う
け
ら
れ
る
が
、
ま
ず
、
家
畜
小
屋
そ
の
も
の
が
、
衛
生
上
住
居
か
ら
最
低
十
歩
は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ

な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ト
イ
レ
は
東
部
諸
州
の
労
働
者
に
は
贅
沢
品
で
あ
る
。
ト
イ
レ
を
使
う
こ
と
は
好
ま
れ
ず
、
下
層
農
民
は
便

器
に
腰
掛
け
る
よ
り
も
、
し
ゃ
が
ん
で
排
便
す
る
こ
と
を
好
む
。
こ
の
点
で
「
日
本
人
の
仲
間
」
で
あ
る
と
ゼ
ン
フ
ト
レ
ー
ベ
ン
は
指
摘
す
る
。

東
部
諸
等
の
農
民
は
便
器
に
座
る
こ
と
を
拒
否
し
、
ま
た
腰
掛
け
便
器
を
使
っ
て
も
か
え
っ
て
汚
し
て
し
ま
う
の
で
、
床
に
あ
い
た
穴
か
ら
排

泄
物
を
下
に
落
す
単
純
な
「
日
本
式
」
が
よ
い
。

　
ゼ
ン
フ
ト
レ
ー
ベ
ン
の
論
文
は
、
農
村
の
住
宅
閤
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
点
、
そ
し
て
住
人
間
の
社
会
関
係
を
ほ
と
ん
ど
議
論
せ
ず
、
住
居

の
衛
生
面
を
徹
底
的
に
考
察
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
ク
リ
ー
ガ
ー
同
様
当
時
の
住
宅
改
革
の
議
論
の
な
か
で
も
特
異
な
存
在
と
い
え
る
。
し

か
し
、
『
労
働
春
の
友
』
を
み
る
か
ぎ
り
彼
の
こ
う
し
た
議
論
は
反
響
を
よ
ぼ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
経
済
者
会
議
の
議
論
で
だ
さ
れ

た
意
見
書
で
の
主
流
は
「
混
合
居
住
」
を
軸
と
す
る
住
宅
改
革
構
想
で
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
、
エ
ン
デ
と
ペ
ッ
ク
マ
ン
国
蝕
Φ
卿
。
づ
α
o
揚
繭
鳳
至

の
「
労
働
者
住
居
の
成
立
と
そ
の
健
全
・
適
切
な
構
造
へ
の
建
築
警
察
規
定
の
影
響
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を
分
析
し
よ
う
。

　
一
八
三
〇
年
代
生
ま
れ
の
彼
ら
は
、
六
〇
年
に
エ
ン
デ
と
ペ
ッ
ク
マ
ン
建
築
事
務
所
を
開
設
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
母
校
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ベ
ル
リ
ン
・
パ
ウ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
を
つ
と
め
、
の
ち
建
築
顧
問
窟
に
も
な
っ
た
。

　
労
働
者
の
住
宅
問
題
は
都
市
、
と
く
に
大
都
市
で
問
題
と
な
る
と
い
う
認
識
の
も
と
彼
ら
は
議
論
を
展
開
す
る
。
ま
ず
、
ド
イ
ツ
や
外
国
の

建
築
警
察
規
定
で
は
、
通
気
の
悪
い
、
湿
っ
た
、
不
完
全
な
佐
轡
の
建
築
を
ふ
せ
ぐ
善
意
の
規
定
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
厳
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し
い
条
件
が
設
定
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
小
住
屠
の
成
立
を
妨
げ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
彼
ら
は
建
築
協
岡
維
合
に
よ
る
労
働
者
ア
パ
ー
ト
の
建
設
を
す
す
め
る
。
そ
の
さ
い
、
労
働
者
は
自
分
た
ち
だ
け
の
ア
パ
ー
ト
に

住
む
こ
と
に
関
心
を
も
た
な
い
。
ま
た
、
賃
貸
住
居
の
所
有
者
は
、
労
働
老
に
礼
節
と
清
潔
を
望
む
。
と
こ
ろ
が
、
労
働
者
だ
け
の
ア
パ
ー
ト

で
は
、
そ
の
た
め
の
刺
激
と
模
範
に
欠
け
る
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
優
秀
な
者
と
労
働
者
が
一
つ
の
屋
根
の
下
に
「
混
合
居
住
」
す
る
よ
う
に
主

張
す
る
の
で
あ
る
。
「
混
合
居
住
」
と
い
う
理
想
像
を
根
底
に
お
い
て
、
建
築
の
実
務
家
で
あ
る
彼
ら
は
建
築
条
例
の
規
定
に
つ
い
て
議
論
を

す
す
め
る
。
ベ
ル
リ
ン
、
μ
ン
ド
ソ
、
ヴ
ィ
ー
ン
、
パ
リ
の
建
築
条
例
を
紹
介
し
た
の
ち
、
彼
ら
は
主
張
を
三
点
に
ま
と
め
て
い
る
。
①
建
築

条
例
の
規
定
は
、
行
き
過
ぎ
た
要
求
で
か
え
っ
て
小
住
居
建
設
を
困
難
に
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
最
低
限
確
保

し
よ
う
と
す
る
の
は
、
十
分
な
防
火
、
竣
工
後
の
完
全
な
乾
燥
、
採
光
で
あ
る
。
②
都
市
計
画
案
の
確
定
の
さ
い
に
は
、
建
築
業
者
に
小
住
居

建
設
を
う
な
が
す
よ
う
な
道
路
を
も
う
け
る
こ
と
を
考
慮
す
る
。
③
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
が
た
た
き
台
と
な
る
。

　
以
上
、
分
析
し
て
き
た
一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
中
央
協
会
機
関
誌
の
住
宅
改
革
構
想
の
特
徴
を
こ
こ
で
ま
と
め
て
お
こ
う
。
一
番
特
微
的

で
あ
る
の
は
、
市
民
層
と
労
働
者
が
一
緒
に
住
み
、
前
者
が
後
者
に
愚
民
的
価
値
観
と
い
う
よ
い
影
響
を
あ
た
え
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
こ

の
「
混
合
居
住
」
と
い
う
発
想
が
、
当
時
の
中
央
協
会
で
理
想
的
な
住
人
間
の
社
会
関
係
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
を
中
心
と
し

て
、
衛
生
、
道
徳
、
秩
序
と
い
っ
た
点
が
住
環
境
に
期
待
さ
れ
、
市
民
層
の
住
居
を
あ
た
え
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
改
革
の
担
い
手
と

し
て
は
建
築
協
同
組
舎
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
改
革
構
想
は
住
居
そ
の
も
の
に
限
定
さ
れ
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
や
都
市
計
画
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
労
働
者
住
居
の
美
観
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
ま
た
、
住
宅
問
題
と
い
え
ば
都
市
の
も
の
で
あ
り
、
農
村
の
住
宅
問
題

を
と
り
あ
げ
た
ゼ
ン
フ
ト
レ
ー
ベ
ン
の
議
論
は
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ゼ
ン
フ
ト
レ
ー
ベ
ン
の
特
殊
さ
は
、
農
村
の
住
宅
問
題
を
題
材
と
し
た
こ
と
に
限
ら
れ
な
い
。
彼
は
、
『
労
働
者
の
友
』
の
六
号

か
ら
七
号
（
一
八
六
八
年
～
六
九
年
）
に
四
回
に
わ
た
っ
て
「
住
宅
問
題
の
意
義
と
進
歩
」
と
い
う
論
文
を
連
載
し
て
い
る
。
総
計
一
二
一
ぺ
一
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ジ
と
い
う
量
的
な
面
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
内
容
で
も
こ
の
論
文
は
当
時
の
中
央
協
会
の
議
論
を
一
歩
突
き
ぬ
け
て
い
る
、
本
章
を
し
め
く
く
る

前
に
こ
の
論
文
を
分
析
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
ゼ
ン
フ
ト
レ
ー
ベ
ン
は
、
住
居
の
快
適
、
清
潔
、
建
築
上
の
美
し
さ
が
民
衆
の
風
俗
の
精
神
的
発
展
・
美
化
の
尺
度
で
あ
る
と
い
う

認
識
の
も
と
、
三
点
ほ
ど
議
論
の
前
提
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
、
建
築
術
、
土
木
技
術
、
地
質
学
、
土
壌
学
、
医
学
、
化
学
、
生
理
学
と
い
っ

た
学
問
の
進
歩
を
住
宅
問
題
の
解
決
に
役
立
て
る
。
第
二
に
、
軍
事
上
の
関
心
が
指
摘
さ
れ
る
。
常
備
軍
か
ら
市
民
軍
へ
の
移
行
に
と
も
な
い

軍
事
・
体
育
上
の
青
年
教
育
の
必
要
が
生
じ
る
が
、
そ
れ
を
こ
ど
も
部
麗
か
ら
は
じ
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
鉄
道
と
電
信
に
よ

る
空
間
の
拡
散
に
よ
っ
て
都
市
と
農
村
の
間
に
均
衡
を
も
た
ら
し
、
人
口
の
大
都
市
へ
の
殺
到
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　
そ
し
て
、
彼
は
換
気
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。
換
気
の
手
段
に
は
「
貯
ゆ
曾
①
＜
①
心
慰
騨
試
8
」
と
「
貯
器
お
く
①
導
出
暮
δ
旨
」
の
一
ち
が
あ

る
。
「
似
島
露
Φ
＜
Φ
⇒
艶
㊤
¢
8
」
と
は
、
住
居
周
辺
の
環
境
整
備
の
こ
と
で
あ
り
、
舗
装
の
改
善
、
地
面
の
乾
燥
、
道
路
の
汚
れ
の
除
去
、
下

水
溝
の
整
備
な
ど
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
ぎ
器
お
く
Φ
鵠
艶
暮
δ
コ
」
と
は
建
物
付
属
の
換
気
装
置
の
こ
と
を
い
う
。

　
以
上
が
一
般
論
で
あ
り
、
そ
れ
を
土
台
に
三
部
に
わ
け
て
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
住
宅
問
題
に
つ
い
て
ゼ
ン
フ
ト
レ
ー
ベ
ン
は

紹
介
し
て
い
く
。

　
第
一
部
「
イ
ギ
リ
ス
の
住
宅
問
題
」
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
住
宅
事
情
、
住
宅
関
連
立
法
、
そ
し
て
改
革
の
試
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

か
ら
ひ
き
だ
し
て
い
る
彼
の
主
張
は
次
の
三
点
に
集
約
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
庭
つ
き
の
持
ち
家
を
可
能
に
す
る
郊
外
の
居
住
地
こ
そ
が
唯
一

健
全
な
改
革
手
段
で
あ
る
。
安
価
な
通
勤
列
車
に
よ
っ
て
市
の
中
心
部
と
連
絡
す
る
。
当
時
の
労
働
者
は
昼
食
を
自
宅
で
と
る
と
い
う
習
慣
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
昼
食
の
供
給
と
い
う
問
題
も
ロ
ン
ド
ン
に
共
同
食
堂
を
も
う
け
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
、
と
ゼ
ン
フ
ト
レ
～
ベ
ン
は
考
え
て

い
る
。
建
物
の
外
見
に
つ
い
て
の
言
及
が
第
二
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
多
数
の
家
族
の
た
め
の
大
規
模
な
貸
家
に
加
え
ら
れ
る
単
調
な
外
見
と

い
う
批
判
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
技
術
は
進
歩
を
み
せ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
の
住
居
は
、
裕
福
な
人
の
そ
れ
と
同
様
の
外
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
第
三
点
と
し
て
衛
生
・
建
築
行
政
・
融
資
な
ど
の
点
で
国
家
に
よ
る
住
宅
管
理
を
主
張
し
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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フ
ラ
ン
ス
を
あ
つ
か
っ
た
第
二
部
で
は
お
も
に
パ
リ
万
国
博
覧
会
（
一
八
六
七
年
）
の
住
宅
関
連
の
展
示
物
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
建
物
の
材

料
、
内
装
、
窓
、
暖
房
器
具
、
換
気
装
置
、
配
水
管
、
下
水
・
ト
イ
レ
、
家
具
一
般
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
も
の
に
必
要
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

彼
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
安
価
、
衛
生
、
耐
久
性
で
あ
る
。

　
第
三
部
「
ド
イ
ツ
の
住
宅
問
題
」
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
の
「
失
敗
」
と
一
八
六
四
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
人
口
調
査
を
念
頭
に
、
ド

イ
ツ
で
必
要
な
改
革
手
段
を
の
べ
て
い
る
。
ま
ず
、
都
市
の
建
築
警
察
条
例
で
、
建
物
の
大
き
さ
や
構
造
、
居
住
者
の
密
度
を
規
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
薪
市
区
を
も
う
け
る
さ
い
に
は
最
初
か
ら
土
地
の
大
き
さ
、
上
下
水
道
、
舗
装
、
道
路
、
住
居
の
密
度
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
計
画

を
造
る
べ
き
で
あ
る
。
郊
外
の
邸
宅
都
市
が
住
宅
問
題
解
決
の
唯
一
の
手
段
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
将
来
の
都
市
計
画
の
原
則
と
な
る
。
当
局

の
援
助
も
求
め
ら
れ
る
が
、
自
治
体
に
は
衛
生
警
察
・
土
地
や
道
路
の
監
視
、
建
物
の
配
置
が
義
務
と
な
り
、
州
や
国
家
に
は
融
資
が
そ
の
任

務
と
し
て
あ
た
え
ら
れ
る
。
市
改
造
の
特
別
な
計
画
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
道
路
を
直
線
に
し
て
土
地
を
節
約
す
る
こ
と
や
道
路

と
広
場
へ
の
植
樹
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
農
村
に
つ
い
て
も
人
問
の
住
空
間
を
家
畜
小
屋
か
ら
分
離
す
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
。
最
後

に
、
住
宅
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
私
的
投
機
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
と
し
て
、
裕
福
・
教
養
階
級
の
関
与
や
法
の
影
響
力
の
必
要
性
が
確

認
さ
れ
る
。

　
こ
の
ゼ
ン
フ
ト
レ
ー
ベ
ン
の
論
文
が
、
当
時
の
中
央
協
会
の
議
論
と
は
一
線
を
画
す
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
中
央
協
会
の
一
般
的
な
議
論

で
は
改
革
対
象
が
住
宅
そ
の
も
の
に
限
ら
れ
る
が
、
ゼ
ン
フ
ト
レ
ー
ベ
ン
に
あ
っ
て
は
、
都
市
計
画
的
発
想
が
住
宅
改
革
構
想
に
と
り
い
れ
ら

れ
て
い
る
。
安
価
な
交
通
手
段
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
郊
外
住
宅
地
構
想
も
語
ら
れ
、
都
市
の
枠
組
み
を
こ
え
て
住
宅
問
題
の
解
決
を
は
か
ろ
う

と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
発
想
か
ら
す
れ
ぼ
、
次
の
引
用
文
に
示
す
よ
う
な
一
種
の
都
市
社
会
像
が
生
じ
て
く
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
「
変
化
し
つ
つ
あ
る
都
古
構
造
に
関
す
る
理
想
に
よ
れ
ば
、
（
中
略
）
道
路
は
直
角
に
交
差
す
る
。
そ
の
道
路
に
は
、
交
差
点
で
斜
め
に
走
る
道
路
が
つ

　
な
が
る
。
そ
れ
ら
の
道
路
は
、
中
央
部
で
表
通
り
の
裏
側
に
あ
る
、
公
園
と
な
っ
て
い
る
広
場
に
流
れ
こ
む
。
寝
窒
、
居
間
、
そ
し
て
こ
ど
も
都
島
、
な
ら

　
び
に
バ
ル
コ
ニ
ー
と
ベ
ラ
ン
ダ
は
、
都
市
の
肺
と
さ
れ
る
こ
の
静
か
な
広
場
に
む
け
ら
れ
、
事
務
所
や
労
働
の
場
は
そ
の
正
心
を
神
経
と
筋
肉
を
表
す
通
り
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⑳

　
　
に
と
る
。
こ
の
種
の
比
較
が
さ
ら
に
許
さ
れ
る
の
な
ら
、
公
園
に
あ
る
市
庁
舎
は
脳
に
対
幽
す
る
。
」

　
も
っ
と
も
、
こ
の
ゼ
ソ
フ
ト
レ
ー
ベ
ン
の
議
論
は
、
農
村
の
住
宅
問
題
を
あ
つ
か
っ
た
六
五
年
の
論
文
同
様
、
『
労
働
者
の
友
』
を
み
る
限

り
反
響
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
構
想
は
妾
時
の
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
の
状
況
の
も
と
で
は
ま
だ
説
得
力
を
も
た
な
か
っ
た
と
い
え
よ

う
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
門
混
合
居
住
扁
を
軸
と
す
る
改
革
構
想
の
根
強
さ
を
別
の
角
度
か
ら
示
し
て
い
る
。
都
市
全
体
と
の
関
わ
り
の
な
か
住

宅
演
題
を
考
え
る
彼
の
視
点
は
、
彼
が
イ
ギ
リ
ス
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
帰
せ
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
て
み
れ
ぼ
、
彼
の
改
革
案

は
当
時
の
ド
イ
ツ
の
住
宅
改
革
運
動
の
な
か
で
は
異
質
な
存
在
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　
一
八
七
〇
年
代
と
な
る
と
、
ド
イ
ツ
全
体
の
住
宅
改
革
運
動
が
停
滞
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
『
労
働
老
の
友
』
の
住
宅
関
連
記
事
は
質
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

量
と
も
に
精
彩
を
失
う
。
し
か
し
、
八
○
年
代
に
な
る
と
状
況
は
変
わ
る
。
そ
れ
以
降
の
住
宅
改
革
の
議
論
を
章
を
あ
ら
た
め
て
み
て
い
こ
う
。
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一つL世紀ドイツにおける住宅改革構想の変遷（北村）

　
毛
0
7
コ
ニ
5
σ
q
9
弓
嵩
。
二
ご
カ
」
則
倉
Φ
簿
や
U
冨
♂
ぐ
。
｝
ヨ
昌
コ
σ
q
切
⊃
，
帥
α
Q
①
♂
、
o
ヨ
の
富
＝
（
言
毎
嗣
閃
仲
㊦

　
⊆
霞
↓
0
6
ぞ
三
（
飢
≡
鷲
【
〈
．
聾
，
脚
上
身
。
「
噛
O
圃
〇
三
＝
N
＝
o
剛
ざ
コ
鳴
碧
壌
。
＝
○
釜
2
一
蓉
｝
養
P
〔
ヨ

　
ぎ
濡
コ
α
q
㌶
宍
ご
瓢
㊦
話
こ
O
δ
℃
霞
…
雲
冨
纂
。
ご
む
㊦
言
ヨ
。
肇
一
二
乙
ぎ
◎
q
ω
0
9
奎
宿
く
。
二

　
同
㌧
o
¢
（
冨
一
野
℃
四
二
訟
【
5
ワ
U
幽
㊦
〔
三
「
〔
写
ヨ
唱
鼠
＝
N
｛
℃
〔
ぼ
「
Q
Q
o
｝
7
n
累
【
三
ζ
o
ぴ
霞
p
学

　
7
2
乙
。
切
碧
磯
。
＝
o
綴
①
一
謎
。
貯
二
ご
乱
。
窮
‘
し
等
2
，
ご
三
爆
σ
㊦
開
，
象
。
ご
O
o
鴛
ω
〇
三
巳
以
一

　
帰
）
霧
仲
。
プ
①
づ
α
①
コ
じ
尊
婁
轟
Φ
o
。
o
＝
㎝
0
7
帥
P
o
⇒
…
乙
む
ご
騨
＝
σ
q
Φ
コ
。
。
。
。
。
o
器
。
｝
毒
搾
2
ピ
葺
”

　
帖
富
9
ミ
3
Q
。
、
一
〇
。
①
伊
・
ク
レ
ッ
テ
と
パ
リ
ジ
ゥ
ス
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
抽
稿

　
「
住
宅
改
革
運
動
」
流
○
百
ハ
を
参
照
。
当
時
の
代
・
表
的
住
宅
改
瀞
帯
者
フ
ー
バ
ー
の

　
改
革
雛
…
想
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
問
論
文
、
四
五
i
三
八
貰
を
参
照
。

⑪
．
U
費
〆
δ
糞
憲
儒
（
奮
○
①
葺
琵
く
2
①
ぎ
。
。
”
タ
、
舞
窪
Φ
じ
ロ
①
ぎ
註
冨
コ
α
q
号
噌

　
タ
δ
ぴ
母
三
σ
q
ω
寄
㊤
α
q
o
器
需
①
易
二
〇
切
O
o
葺
毒
ぞ
興
。
ぎ
の
一
＝
勺
器
郁
巴
p
㊦
コ
｛
管
鳥
器

　
タ
δ
三
鳥
Φ
「
僻
「
σ
①
障
2
乙
。
謬
H
（
一
9
も
。
器
戸
ぎ
四
b
ミ
議
さ
竃
鳶
§
蓄
ミ
ミ
讐
《
一
◎
Q
㊦
①
’

⑫
〈
．
〉
・
響
き
①
”
，
噛
9
①
タ
、
。
；
琶
σ
q
。
。
召
3
≡
読
唱
二
く
固
誘
℃
興
巳
p
凱
8
」
『

　
恥
ぴ
馬
壽
犠
箏
9
H
◎
Q
O
メ

⑬
！
〈
．
図
自
費
。
【
9
、
b
」
①
霧
。
｝
目
陣
§
α
q
㊦
コ
き
2
¢
謎
琶
6
ρ
μ
＆
〉
宴
鐙
♂
α
。
ω

　
7
貯
⇒
σ
q
o
冨
ρ
ヨ
三
⑦
貯
9
μ
篇
コ
O
旨
障
子
㊦
ヨ
ノ
＜
o
開
三
門
コ
σ
q
o
コ
重
切
窪
瓢
P
コ
①
σ
。
。
け

　
国
『
ヨ
帥
雰
①
ξ
＝
σ
q
o
鵠
離
σ
巨
象
①
〉
三
霞
σ
q
o
訂
。
。
。
9
5
ロ
コ
自
a
⑦
国
二
冨
σ
Q
。
。
ン
δ
二
倒
弩
学

　
づ
訪
q
◎
①
　
く
O
コ
　
O
「
ロ
謬
∩
冨
け
熔
O
開
O
嵩
　
く
Φ
誘
島
凱
①
O
O
コ
Φ
ゴ
　
頓
諺
剛
餌
5
α
q
切
口
旨
含
　
σ
【
ご
．
α
Q
Φ
図
，
－

　
一
ざ
7
曾
，
図
ぎ
二
。
簿
雪
。
q
一
『
旨
ミ
ミ
ミ
§
％
§
層
客
。
二
①
男
巳
σ
q
。
一
－
。
。
㌧
ρ
ト
（
以
下

　
円
ヨ
ヨ
｛
0
7
P
智
と
略
）
。

⑪
　
図
ヨ
ヨ
8
7
一
Q
Q
①
P

⑮
　
も
う
一
つ
の
ク
ノ
ー
プ
ラ
オ
ホ
の
論
文
（
「
は
じ
め
に
」
註
①
）
1
7
一
つ
い
て
は
、

　
拙
稿
「
住
宅
改
革
運
動
」
四
九
頁
参
照
。

⑯
津
毎
託
。
戸
。
’
一
あ
．
い
。
憲
N

⑰
曼
）
。
孟
ρ
Q
。
』
誌
。
。
．

⑱
　
フ
…
パ
ー
の
論
文
「
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
住
宅
問
題
」
（
本
章
註
⑦
）
へ
の

　
コ
メ
ン
ト
と
し
て
の
べ
て
い
る
。
N
ミ
逡
ミ
ミ
、
G
。
層
一
。
。
O
㌍
ω
■
悼
O
O
・

⑲
尊
コ
鼻
翼
㊦
嘆
L
。
。
①
ω
ψ
爵
伊

（
⑳
　
剛
）
コ
【
（
二
㊦
α
q
2
ド
¢
o
ぴ
。
呪
（
臨
。
剛
く
。
＝
o
「
’
く
。
嚇
を
「
一
筆
う
＝
M
＝
ご
む
〇
二
【
｝
ぎ
島
。
欝
鶉
9
－

　
誉
Φ
湾
貫
。
｝
護
轡
ご
三
留
。
。
o
島
Φ
ヨ
②
開
7
Φ
＝
m
＝
覧
象
Φ
○
Φ
ω
二
固
乙
7
⑦
津
銭
㊤
箒
ご
Φ
♂
く
2
固
＝
興

　
毒
二
＜
o
屋
。
【
二
潔
0
8
【
一
〔
ぽ
器
駆
≧
）
汀
罎
。
」
同
二
』
ミ
馬
ぎ
き
ミ
粛
ミ
℃
Z
⑦
器
甥
。
西
0

　
5
0
一
ω
噛
一
G
Q
馴
¶
．

⑳
　
b
価
喰
臥
さ
亀
“
馬
歳
鳶
N
ミ
9
Q
◎
”
一
Q
o
刈
9
ω
．
b
o
錬
．

⑳
　
属
・
ω
Φ
覧
焦
Φ
ぴ
2
㌧
α
Φ
げ
零
α
Q
①
望
5
9
お
潔
m
σ
q
o
ヨ
吟
じ
◎
①
国
一
ヨ
圃
。
鐸
毎
磯
羅
二
早

　
ロ
0
7
0
『
〉
吾
㊦
犀
①
コ
〈
o
げ
謬
霞
コ
q
q
o
7
｛
＝
”
馬
富
“
ミ
3
ω
噛
H
Q
◎
の
鯵

㊧
　
潤
う
二
①
卿
じ
σ
α
o
鐘
ヨ
9
ロ
許
O
①
ぴ
2
，
α
g
国
ぎ
諭
昌
ζ
Q
O
①
弓
ご
⇔
餌
＝
喝
。
＝
N
①
ぞ
0
7

　
的
。
げ
「
竃
8
⇒
騨
ξ
α
霧
団
溢
冨
8
ぴ
①
コ
＜
o
＝
》
鴨
σ
①
津
。
コ
く
。
げ
唱
ロ
σ
Q
①
コ
麟
”
篇
O
①
尉
，
㊦
鵠

　
σ
q
Φ
ω
β
欝
鳥
⑦
μ
＝
属
目
昌
α
q
o
ヨ
①
ω
。
。
Φ
轟
①
O
霧
＄
開
二
嵩
α
q
馬
顔
”
”
魯
ミ
ミ
犠
■

⑳
　
の
ち
来
日
し
官
庁
集
中
計
画
に
も
た
ず
さ
わ
っ
た
彼
ら
の
経
歴
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藤
森
照
信
『
明
治
の
東
京
計
画
』
岩
波
書
店
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九
九
〇
年
（
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ

　
リ
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版
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初
版
は
一
九
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二
年
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駕
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入
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⑭
　
フ
ー
バ
ー
の
「
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
住
宅
問
題
」
と
い
う
論
文
（
本
章
・
註

　
⑦
）
が
～
一
九
頁
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
岡
の
佳
宅
改
革
の
試
み
の
紹
介
と
い
う
性

　
格
が
強
い
。
具
体
的
な
改
革
構
想
が
う
か
が
え
る
記
購
の
な
か
で
は
、
ク
リ
ー
ガ

　
…
の
五
七
年
の
論
文
（
本
章
註
⑳
）
が
三
一
頁
、
フ
ー
バ
ー
と
パ
リ
ジ
ゥ
ス
の
六

　
五
年
の
論
文
（
本
章
識
⑩
）
が
霊
○
頁
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
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編

　
集
長
V
・
べ
ー
メ
ル
ト
に
よ
る
ヴ
ィ
ー
ン
万
國
博
覧
会
の
労
働
者
住
居
関
連
展
示
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物
の
報
告
の
み
と
い
え
る
。
そ
こ
で
は
、
鉄
道
に
よ
る
通
勤
と
い
っ
た
新
し
い
要

素
が
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
構
想
の
中
心
は
「
混
合
居
住
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
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四
　
一
九
世
紀
末
の
住
宅
改
革
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
八
八
○
年
代
に
な
っ
て
『
労
働
者
の
友
』
に
ド
イ
ツ
や
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
各
地
の
住
宅
改
革
の
試
み
が
紹
介
さ
れ
、
住
宅
改
革
関
連
文
献
の
書

②評
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
中
央
協
会
に
住
宅
問
題
へ
の
関
心
が
ふ
た
た
び
高
ま
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
動
き
の
最
高
点
が
、
一
八
八
五
年
か
ら

八
八
年
に
か
け
て
の
ベ
ル
リ
ン
小
住
居
改
善
協
会
設
立
へ
の
試
み
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
う
け
て
、
八
○
年
代
後
半
に
中
央
協
会
の
住
宅
問
題
へ

の
関
心
は
非
常
に
高
く
な
り
、
そ
れ
は
九
〇
年
代
ま
で
持
続
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
世
紀
が
変
わ
る
と
継
続
的
に

『
労
働
者
の
友
』
に
住
宅
関
連
の
記
事
は
掲
載
さ
れ
る
が
、
関
心
の
低
下
は
否
定
し
よ
う
が
な
い
。

　
こ
の
時
期
に
掲
載
さ
れ
た
住
宅
関
連
の
記
事
は
、
第
二
章
で
み
た
よ
う
に
、
実
際
の
住
宅
改
革
の
紹
介
が
多
く
、
改
革
構
想
が
語
ら
れ
て
い

る
も
の
は
す
く
な
い
。
こ
こ
で
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
具
体
的
な
改
革
構
想
が
う
か
が
え
る
一
八
九
〇
年
前
後
の
二
つ
の
記
事
を
分
析
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
時
代
順
に
、
A
・
グ
ソ
プ
レ
ヒ
ト
｝
○
¢
筥
鷲
8
耳
の
「
労
働
者
住
宅
問
題
」
と
い
う
論
文
（
一
八
八
七
年
）
か
ら
み
て
い
こ
う
。
協
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

名
簿
に
よ
れ
ば
、
彼
は
一
八
七
六
年
に
中
央
協
会
に
参
加
し
、
チ
ロ
ル
に
在
住
し
て
い
る
が
、
職
業
の
記
載
は
な
い
。

　
彼
は
、
労
働
者
の
悲
し
む
べ
き
住
宅
状
態
の
改
善
が
他
の
社
会
改
革
の
成
功
の
不
可
欠
の
前
提
条
件
と
認
識
し
つ
つ
議
論
を
展
開
す
る
。
ま

ず
、
自
分
の
家
を
。
。
≦
Φ
卑
げ
。
ヨ
Φ
と
感
じ
る
人
で
あ
れ
ば
、
自
分
が
住
む
自
治
体
を
誇
り
に
お
も
う
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
自
分
の
家
を
悲
惨

と
堕
落
の
洞
穴
と
感
じ
る
人
な
ら
ば
、
社
会
を
敵
と
す
る
。
そ
こ
で
、
都
市
に
住
む
貧
困
階
級
に
「
住
宅
に
対
す
る
感
性
」
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
感
性
は
住
宅
改
革
に
よ
っ
て
次
第
に
熟
し
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
悪
い
住
環
境
の
も
と
、
礼
儀
、
秩
序
、
呼

吸
で
き
る
空
気
へ
の
感
性
を
も
た
ず
、
臭
い
、
汚
れ
、
有
害
小
動
物
へ
の
感
覚
が
鈍
い
世
代
が
成
長
し
て
い
る
。



一九世紀ドイツにおける住宅改革構想の変遷（北村）

　
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
グ
ン
プ
レ
ヒ
ト
は
、
大
都
市
に
住
宅
難
が
生
じ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
農
村
や
小
都
市
か
ら
労
働
者
が

交
通
の
中
心
地
に
流
入
し
て
い
る
が
、
小
住
居
は
作
ら
れ
ず
、
古
い
建
物
は
取
り
壊
さ
れ
る
た
め
、
彼
ら
の
た
め
の
住
居
が
不
足
し
て
し
ま
う
。

　
以
上
が
一
般
論
で
あ
り
、
そ
れ
を
う
け
て
グ
ン
プ
レ
ヒ
ト
は
具
体
的
な
改
革
案
を
の
べ
て
い
く
。

　
ま
ず
、
住
居
の
賃
貸
の
具
体
的
業
務
に
つ
い
て
で
あ
る
。
従
来
は
、
投
機
目
的
の
建
築
家
が
家
賃
を
搾
取
す
る
な
ど
、
賃
貸
業
務
が
不
適
切

な
人
の
手
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
、
公
共
的
性
格
を
も
つ
協
会
が
家
賃
を
毎
週
徴
収
す
る
の
が
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

実
際
の
家
賃
の
微
収
は
「
高
潔
な
女
性
」
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
も
っ
と
も
よ
い
成
果
を
も
た
ら
す
。
管
理
人
は
、
退
職
し
た
下
士
官

が
適
任
で
あ
る
。
家
賃
を
毎
週
支
払
う
こ
と
や
厳
し
い
居
住
者
心
得
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
救
貧
院
の
性
格
を
も
た
せ
な
い
よ
う
に
努
力
す
べ

き
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
都
市
自
治
体
が
鉄
道
馬
車
を
購
入
し
、
運
賃
を
安
く
設
定
す
る
こ
と
で
周
辺
へ
の
住
居
の
分
散
を
う
な
が
す
よ
う
に
彼
は
す
す
め

て
い
る
。
そ
し
て
、
農
村
に
お
け
る
住
居
の
獲
得
を
容
易
に
す
る
よ
う
に
つ
と
め
る
。
農
村
で
は
、
畜
産
・
野
菜
栽
培
が
楽
に
で
き
、
火
都
市

よ
り
も
生
活
費
が
安
い
。
自
然
、
健
全
さ
、
夫
婦
の
平
安
が
保
証
さ
れ
、
こ
ど
も
の
教
育
が
道
徳
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
う

し
た
点
は
改
革
の
対
象
と
す
る
階
級
か
ら
評
価
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
娯
楽
、
救
済
施
設
、
そ
し
て
家
事
手
伝
い
な
ど
の
女
性
の
副
業
の
可
能

性
が
、
都
衛
へ
の
吸
引
力
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
周
辺
部
に
住
民
を
分
散
さ
せ
る
と
い
う
発
想
の
延
長
線
上
に
、
郊
外
住
宅
地
と
い
う
考
え
が
の
べ
ら
れ
る
。
こ
の
住
宅
地
は
、
土
地
価
格
の

問
題
の
た
め
都
市
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
も
う
け
ら
れ
る
。
お
の
お
の
の
住
宅
地
が
、
上
下
水
道
、
道
路
、
学
校
な
ど
の
費
用
の
か
か
る
施
設

を
必
要
と
す
る
。
こ
う
し
た
住
宅
地
で
は
妻
の
た
め
の
副
業
の
機
会
が
失
わ
れ
、
妻
は
都
市
に
働
き
に
い
く
夫
に
昼
食
を
運
べ
な
い
と
い
う
問

題
は
あ
る
。
ま
た
、
労
働
者
が
他
の
社
会
階
級
と
の
接
触
を
ま
っ
た
く
断
た
れ
た
ら
、
礼
儀
へ
の
よ
い
影
響
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
彼
は

「
混
合
居
住
」
と
相
通
じ
る
発
想
を
の
べ
て
い
る
。

　
改
革
構
想
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
そ
の
担
い
手
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
議
論
す
る
。
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彼
は
、
土
地
の
無
償
譲
渡
や
貸
付
な
ど
で
自
治
体
と
国
家
の
援
助
も
望
む
が
、
労
働
者
の
自
助
こ
そ
が
最
善
と
す
る
。
そ
こ
で
、
労
働
者
の

建
築
協
同
組
合
が
す
す
め
ら
れ
る
。
建
築
協
同
組
合
に
よ
っ
て
住
居
が
建
て
ら
れ
る
場
合
、
労
働
者
が
そ
の
住
居
と
庭
を
所
有
す
る
こ
と
が
、

労
働
者
と
公
共
に
と
っ
て
も
っ
と
も
望
ま
し
い
。
さ
ら
に
、
ゆ
ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
き
ま
り
と
し
て
、
各
家
族
ご
と
の
別
々
の
入
口
を
設
け

る
こ
と
が
あ
る
。
逆
の
場
合
、
礼
儀
や
習
慣
に
悪
影
響
が
あ
り
、
家
の
秩
序
・
家
庭
の
平
和
を
危
険
に
さ
ら
し
て
し
ま
う
。

　
こ
う
し
た
住
居
を
作
る
際
の
当
局
の
対
応
と
し
て
、
彼
は
道
徳
、
公
共
秩
序
、
健
康
の
維
持
に
必
要
な
処
置
を
保
証
す
る
法
律
の
整
備
を
あ

げ
る
。
そ
の
法
律
の
実
行
を
監
督
す
る
国
家
官
吏
を
も
う
け
、
そ
の
官
吏
の
権
限
を
守
ら
せ
る
た
め
監
督
宮
庁
が
必
要
と
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
構
想
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
「
怠
慢
で
、
汚
い
習
慣
に
沈
ん
だ
人
が
も
っ
と
も
き
れ
い
な
住
居
に
引
っ
越
し
た
と
し
た
ら
、
そ

れ
が
ど
れ
く
ら
い
有
用
か
？
篇
と
い
う
問
題
に
肯
定
的
な
解
答
が
あ
た
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
ゲ
に
し
た
ら
下
層
の
多
く
の
人
々
を
適

切
な
住
環
境
に
住
め
る
よ
う
に
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
さ
い
、
不
快
な
兵
舎
型
住
居
閑
器
①
簑
。
は
単
純
に
拒
否
さ
れ
ず
、
一
部
屋

だ
け
の
住
居
も
否
定
さ
れ
な
い
。
礼
儀
や
清
潔
に
関
す
る
ぎ
り
ぎ
り
の
要
求
を
満
た
す
「
最
小
住
空
間
」
の
維
持
、
一
家
族
以
上
を
許
さ
な
い

こ
と
、
そ
し
て
ω
o
巳
縁
σ
癖
。
。
o
げ
窪
（
1
1
ω
。
紅
血
σ
q
ぎ
σ
q
①
同
）
を
濫
用
し
な
い
こ
と
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
最
後
に
、
彼
は
貧
困
階
級
の
住
宅
難
へ
の
有
産
身
分
の
同
情
を
喚
起
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
、
こ
の
論
文
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
前
章
で
分
析
し
た
世
紀
中
葉
の
改
革
構
想
と
く
ら
べ
る
と
か
な
り
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
の
ち
に
整
理
す
る
が
、
グ
ン
プ
レ

ヒ
ト
に
あ
っ
て
は
「
混
合
居
住
」
の
発
想
が
ま
だ
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
こ
う
。
だ
が
、
本
章
で
対
象
と
す
る
時
期
の
『
労
働
者
の

友
』
の
記
事
で
「
混
合
居
住
」
を
か
か
げ
る
の
は
、
グ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の
論
文
の
み
で
あ
る
。
　
つ
ぎ
に
、
「
混
合
居
住
」
の
建
物
へ
の
批
判
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

意
見
を
の
べ
て
い
る
、
K
・
ベ
ー
メ
ル
ト
図
の
Q
d
α
げ
ヨ
Φ
洋
の
論
文
「
建
築
協
同
組
合
と
新
協
同
組
合
立
法
」
（
～
八
九
〇
年
）
を
分
析
す
る
。
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

だ
し
、
彼
の
経
歴
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
の
中
央
協
会
の
住
宅
関
連
の
議
論
に
影
響
を
あ
た
え
た
こ
の
論
文
は
、
一
八
八
九
年
の
新
協

同
組
合
法
を
念
頭
に
お
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
、
協
同
績
含
に
関
し
て
有
限
責
任
を
保
証
し
、
協
同
組
合
制
度
の
発
展
に
大
き
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

貢
献
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
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彼
は
ま
ず
自
助
に
よ
る
社
会
的
悪
状
況
の
解
決
を
期
待
す
る
。
た
だ
し
、
住
宅
建
設
の
よ
う
な
資
本
を
必
要
と
す
る
問
題
で
は
、
無
産
巻
の

個
人
的
な
自
助
で
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
協
同
組
合
の
関
与
に
よ
る
自
助
が
主
張
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
新
協
同
組
合
法
を
念
頭
に
お
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

つ
つ
、
二
部
に
わ
け
て
住
宅
改
革
に
つ
い
て
の
議
論
を
展
開
す
る
。
も
っ
ぱ
ら
新
立
法
の
規
定
を
細
か
く
検
討
し
た
第
二
部
は
こ
こ
で
は
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

か
わ
ず
、
「
住
宅
問
題
の
一
般
的
状
態
一
と
題
す
る
第
一
部
を
以
下
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
べ
ー
メ
ル
ト
は
ま
ず
建
築
業
の
認
可
、
居
間
や
寝
室
の
空
間
の
最
小
基
準
、
各
住
居
へ
の
ト
イ
レ
の
設
置
、
地
下
住
居
の
禁
止
、
賃
貸
・
ま
た

貸
し
・
ω
。
乞
既
σ
Q
壁
σ
q
霞
の
寝
床
の
管
理
と
い
っ
た
点
で
の
立
法
の
必
要
性
を
の
べ
て
、
集
合
住
宅
か
一
戸
建
て
か
と
い
う
問
題
を
議
論
す
る
。

　
彼
は
、
大
都
市
で
は
集
合
住
宅
だ
け
し
か
理
に
か
な
っ
た
細
民
の
住
居
は
な
い
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
「
混
合
居
住
」
に
よ
る
集
合
住
宅
に

批
判
を
く
わ
え
る
。
私
的
な
建
築
業
で
は
、
収
入
の
安
定
の
た
め
に
下
の
階
に
大
住
居
、
上
の
階
に
小
さ
な
住
居
を
配
置
し
た
建
物
を
建
て
る
。

と
こ
ろ
が
、
小
住
居
へ
の
需
要
は
大
住
居
の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
た
め
こ
う
し
た
構
造
の
建
物
を
建
て
て
い
た
の
で
は
住
宅
難
の
解

決
は
も
た
ら
さ
れ
な
い
。
ベ
ー
メ
ル
ト
は
、
世
紀
中
葉
の
住
宅
改
革
者
が
上
の
階
級
の
よ
い
影
響
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
理
想
と
し
た
「
混

合
居
住
篇
の
発
想
を
需
要
・
供
給
の
観
点
か
ら
批
判
し
て
い
る
。

　
で
は
、
理
に
か
な
っ
た
集
合
住
宅
を
ど
の
よ
う
に
し
て
建
て
た
ら
よ
い
の
か
？
　
彼
は
、
悲
惨
な
住
居
へ
の
建
築
警
察
の
介
入
の
必
要
性
を

指
摘
し
た
う
え
で
、
こ
の
問
題
に
担
い
手
に
つ
い
て
か
ら
解
答
し
て
い
く
。
私
的
な
建
築
業
者
は
こ
う
し
た
住
居
を
建
て
る
こ
と
に
不
快
を
感

じ
る
の
で
公
共
的
な
性
格
を
も
つ
私
人
、
株
式
会
社
、
協
会
、
財
団
が
担
い
手
と
な
る
。
国
家
や
自
治
体
は
、
建
築
用
地
の
無
償
の
提
供
、
税

の
免
除
、
貸
付
な
ど
で
集
合
住
宅
の
建
設
を
援
助
す
る
。

　
建
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
衛
生
と
快
適
の
要
求
が
広
く
考
慮
に
い
れ
ら
れ
、
と
く
に
採
光
・
換
気
・
建
物
の
高
さ
と
配
置
、
細
紐
ご
と

の
入
口
や
ト
イ
レ
な
ど
の
点
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
共
用
の
洗
濯
場
、
風
呂
場
、
談
話
室
、
休
憩
場
、
台
所
、
食
堂
な
ど
が
設
け
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
べ
ー
メ
ル
ト
は
、
独
立
し
た
住
居
で
は
な
く
、
共
同
生
活
を
営
む
と
い
う
社
会
主
義
者
の
主
張
に
は
批
判
的
で
あ
る
。
労
働
者
は
作

業
場
の
厳
し
い
規
律
の
の
ち
家
庭
で
新
た
な
規
律
に
お
か
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
家
庭
に
お
け
る
自
由
を
尊
重
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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べ
…
メ
ル
ト
は
集
合
住
宅
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
に
の
べ
、
話
を
一
戸
建
て
に
う
つ
し
て
い
る
。

　
彼
は
、
「
自
分
の
土
地
で
の
家
族
の
団
ら
ん
」
が
も
っ
と
も
理
想
的
な
住
宅
形
態
と
す
る
。
協
同
組
合
に
よ
る
こ
の
種
の
住
居
建
設
と
い
う

先
駆
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
こ
の
方
向
で
の
住
宅
建
設
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

　
べ
ー
メ
ル
ト
は
、
こ
う
し
た
住
居
の
建
設
費
を
考
察
し
た
う
え
で
、
土
地
価
格
に
関
し
て
分
析
し
て
い
る
。
村
や
小
都
市
で
は
土
地
価
格
は
、

阻
害
要
因
と
は
な
ら
な
い
。
中
心
部
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
場
所
に
比
較
的
安
い
価
格
の
土
地
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、

大
都
市
内
部
や
そ
の
周
辺
で
は
、
高
土
地
価
格
の
た
め
に
庭
つ
き
の
小
さ
な
一
家
族
用
住
居
は
、
市
の
も
っ
と
も
は
ず
れ
か
周
辺
の
農
村
に
建

て
ざ
る
を
え
な
い
。
大
都
市
か
ら
離
れ
て
し
ま
え
ぼ
、
そ
の
享
楽
、
商
業
、
そ
し
て
仕
事
を
失
う
と
い
う
点
で
そ
の
魅
力
が
損
な
わ
れ
る
が
、

農
村
の
平
穏
な
よ
ろ
こ
び
を
獲
得
で
き
る
。
ま
た
、
職
場
と
住
居
が
遠
い
た
め
に
労
働
者
が
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
に
家
庭
の
団
ら
ん
を
享
受
で
き
な

い
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
が
、
鉄
道
、
鉄
道
馬
車
な
ど
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
交
通
機
関
が
増
え
て
い
る
。

　
以
上
の
考
え
を
発
展
さ
せ
て
ベ
ー
メ
ル
ト
は
、
～
芦
建
て
住
居
を
一
〇
〇
ほ
ど
集
め
て
作
ら
れ
る
居
住
地
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
こ
れ
は
、

ま
ず
、
統
一
的
か
つ
大
規
模
に
作
ら
れ
る
た
め
に
価
格
が
ひ
き
さ
げ
ら
れ
る
と
い
う
経
済
上
の
利
点
を
も
つ
。
隣
同
士
の
者
が
共
通
の
利
害
を

も
ち
、
社
会
的
に
近
く
な
る
と
い
う
長
所
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
消
費
組
合
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
娯
楽
の
夕
べ
な
ど
が
考
慮
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
居
住
地
の
美
観
に
つ
い
て
も
彼
は
の
べ
て
い
る
。
家
並
み
が
一
直
線
で
、
単
調
に
な
る
こ
と
に
用
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各

戸
ご
と
に
、
自
由
さ
、
多
様
性
、
装
飾
を
必
要
と
す
る
。
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
単
調
さ
は
抑
圧
的
に
作
用
し
、
逆
に
多
様
性
は

再
生
的
に
作
用
す
る
の
で
あ
る
。

　
べ
；
メ
ル
ト
は
論
文
の
第
一
部
の
最
後
で
住
居
建
築
の
た
め
の
財
源
の
調
達
を
論
じ
て
い
る
が
、
会
社
、
自
治
体
、
国
家
な
ど
の
雇
用
者
、

公
共
的
性
格
を
も
つ
株
式
会
社
、
そ
し
て
建
築
協
下
組
含
の
関
与
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
べ
ー
メ
ル
ト
は
建
築
協
同
組
合
の
ド
イ
ツ

へ
の
普
及
を
望
ん
で
い
る
。

　
以
上
が
べ
ー
メ
ル
ト
の
論
文
の
第
一
部
の
内
容
で
あ
る
。
「
混
合
居
住
」
批
判
と
い
う
点
で
は
前
に
分
析
し
た
グ
ン
プ
レ
ヒ
ト
と
立
場
が
ち

136 （922）



一九世紀ドイツにおける住宅改革構想の変遷（北村）

が
う
こ
と
が
ま
ず
竃
に
つ
く
。
し
か
し
、
他
の
点
で
は
べ
…
メ
ル
ト
と
グ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の
議
論
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
一
致
点
が
八
○

年
代
後
半
以
降
の
中
央
協
会
の
住
宅
問
題
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
と
い
え
よ
う
。
こ
の
共
通
認
識
に
つ
い
て
は
す
ぐ
後
で
整
理
す
る
。
前
章
で

の
べ
た
ゼ
ン
フ
ト
レ
！
ベ
ン
の
構
想
を
想
起
さ
せ
る
こ
の
一
致
点
は
、
明
確
な
改
革
構
想
を
の
べ
て
い
な
い
他
の
住
宅
関
連
の
記
事
で
も
共
有

さ
れ
て
い
る
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
住
宅
改
革
運
動
の
紹
介
で
あ
る
そ
れ
ら
の
記
事
で
、
都
市
計
画
的
な
発
想
を
と
り
い
れ
た
試
み
が
積

　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙

極
的
に
紹
介
さ
れ
た
り
、
定
期
券
や
通
勤
専
用
列
車
も
肯
定
的
に
語
ら
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
家
庭
で
の
休
息
の
強
調
も
話
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
認
識
が
そ
の
後
も
説
得
力
を
も
ち
続
け
た
と
い
え
る
。
世
紀
が
変
わ
っ
て
か
ら
書
か
れ
た
唯
一
の
ま
と
ま
っ
た
改
革
案
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
R
・
v
・
エ
ル
ト
ベ
ル
ク
O
μ
図
・
〈
●
⇔
乙
ぴ
Φ
目
σ
q
の
「
労
働
者
住
居
の
美
的
構
造
扁
と
題
す
る
論
文
（
一
九
〇
六
年
）
で
も
、
以
上
に
分
析
し

た
二
人
と
ほ
ぼ
同
じ
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
世
紀
中
葉
の
構
想
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
共
通
認
識
を
整
理
し
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
、
建
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
衛
生
、
道
徳
、
秩
序
な
ど
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
点
は
世
紀
中
葉
の
改
革
構
想
と
変
化
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
以
前
岡
様
、
一
住
居
に
一
家
族
の
原
則
で
あ
る
市
民
の
住
居
を
労
働
者
に
あ
た
え
よ
う
と
し
、
住
居
を
所
有
す
る
こ
と
が
理
想

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
改
革
の
担
い
手
に
建
築
協
同
組
合
が
考
え
ち
れ
て
い
る
の
も
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
世
紀
中
葉
か
ら
一
貫
し
て
い
る
点
も
指
摘
で
き
る
が
、
変
化
し
た
点
の
ほ
う
が
目
に
つ
く
。

　
第
一
に
、
世
紀
中
葉
に
あ
っ
て
は
改
革
の
対
象
が
住
宅
そ
の
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
が
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
関
し
て
も
住

宅
改
革
構
想
の
な
か
で
積
極
的
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
住
宅
を
語
る
場
合
に
も
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
通
じ
て
都
市
全

体
を
考
え
る
必
要
性
が
生
じ
て
き
て
お
り
、
住
宅
改
革
構
想
に
強
く
都
市
歯
群
的
発
想
が
は
い
り
こ
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
発
想
の
延
長
線
上

で
、
一
戸
建
て
を
集
め
た
居
住
地
を
都
市
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
設
け
る
こ
と
も
主
張
さ
れ
、
そ
の
さ
い
農
村
と
都
布
の
ち
が
い
が
強
く
意
識

さ
れ
て
い
る
。
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つ
ぎ
に
、
住
宅
そ
の
も
の
に
関
す
る
議
論
に
も
重
要
な
変
化
が
う
か
が
え
る
。
「
混
合
居
住
」
と
い
う
発
想
に
積
極
的
な
意
味
が
あ
た
え
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
グ
ソ
プ
レ
ヒ
ト
は
「
混
合
居
住
」
を
主
張
し
て
い
る
が
、
他
の
論
者
で
は
「
混
合
居
住
」
に
言
及
す
る
こ
と
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

体
な
い
。
べ
！
メ
ル
ト
は
小
住
居
へ
の
需
要
と
い
う
観
点
か
ら
「
混
合
居
住
」
の
建
物
を
建
て
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
混
合

居
住
」
と
い
う
発
想
が
説
得
力
を
失
っ
た
の
に
と
も
な
い
、
逆
に
労
働
者
の
住
居
に
も
ω
ぞ
①
鼻
げ
○
ヨ
Φ
、
休
息
の
場
、
団
ら
ん
と
い
っ
た
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
住
居
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
は
、
労
働
者
住
宅
の
美
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
最
後
に
、
こ
う
し
た
住
宅
を
作
る
た
め
に
、
自
治
体
、
邦
、
そ
し
て
国
家
の
援
助
・
千
渉
を
よ
り
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

お
こ
う
。
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以
上
の
よ
う
な
住
宅
改
革
構
想
の
変
遷
を
、
第
一
章
で
み
た
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
化
の
状
況
と
対
置
す
る
と
、
そ
こ
に
対
応
関
係
が
み
ら
れ
る

の
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
第
一
章
と
同
様
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
…
の
整
備
、
都
市
空
間
の
拡
大
、
そ
し
て
す
み
わ
け
の
順
に
み
て
み

よ
う
。

　
ま
ず
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
は
七
〇
年
代
を
境
に
し
て
そ
の
前
後
で
大
き
く
状
況
が
ち
が
う
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

そ
う
し
た
ち
が
い
が
住
宅
改
革
の
議
論
の
な
か
に
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。
世
紀
中
葉
の
議
論
は
、
い
ま
だ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
…
が
整

備
さ
れ
る
以
前
の
段
階
の
ベ
ル
リ
ン
都
布
社
会
の
状
況
に
対
応
し
た
も
の
と
い
え
る
。
住
宅
改
革
を
考
え
る
時
、
住
宅
そ
の
も
の
だ
け
を
対
象

と
す
れ
ば
十
分
な
の
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
や
都
市
社
会
全
体
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
七
〇
年
代
以
降
に
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
…
が
急
速
に
整
備
さ
れ
る
と
、
そ
れ
が
住
宅
改
革
者
の
議
論
に
も
積
極
的
に
と
り
こ
ま
れ
る
。
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
上

下
水
道
や
通
勤
の
便
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
住
宅
改
革
構
想
で
も
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
議
論
す
る
必
要
が
生
じ
て
き

た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
あ
、
：
を
論
じ
る
こ
と
で
、
住
宅
だ
け
で
は
な
く
都
市
社
会
全
体
も
視
野
に
入
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。
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つ
ぎ
に
、
居
住
人
口
で
み
る
と
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
空
間
が
、
世
紀
中
葉
は
狭
く
限
定
さ
れ
て
い
た
の
が
、
次
第
に
周
辺
に
拡
大
し
た
こ
と
を

の
べ
た
。
世
紀
中
葉
で
は
、
「
市
の
あ
ま
り
へ
ん
ぴ
で
は
な
い
地
域
」
に
改
革
住
宅
の
建
設
地
を
求
め
る
エ
ミ
ッ
ヒ
の
よ
う
に
、
狭
い
都
市
空

間
内
部
で
住
宅
問
題
の
解
決
を
求
め
る
の
が
自
然
な
発
想
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
都
市
空
間
の
外
に
住
宅
問
題
の
解
決
を
求
め
る
ゼ
ソ
フ
ト
レ
…

ベ
ソ
の
よ
う
な
構
想
に
は
ま
だ
説
得
力
が
欠
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
空
間
が
外
に
拡
大
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

交
通
機
関
の
整
備
と
栢
ま
っ
て
、
都
市
周
辺
部
に
労
働
者
住
宅
の
居
住
地
を
設
け
る
と
い
う
発
想
が
現
実
味
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
す
み
わ
け
の
進
展
に
つ
い
て
で
あ
る
。
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
世
紀
中
葉
の
住
宅
改
革
運
動
に
お
い
て
「
混
合
居
住
」
が
説

得
力
を
も
っ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
走
時
の
ベ
ル
リ
ン
に
様
々
な
階
級
が
軒
を
接
し
て
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
現
実
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

⑰た
。
「
は
じ
め
に
」
で
引
用
し
た
発
言
が
示
す
よ
う
に
、
当
時
の
住
宅
改
革
者
は
そ
う
し
た
状
況
が
改
革
に
と
っ
て
葬
常
に
好
ま
し
い
も
の
と

認
識
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
混
合
居
住
」
と
い
う
発
想
は
、
理
想
化
が
と
も
な
う
と
は
い
え
、
当
時
の
都
市
社
会
の
現
実
か
ら
導
き
だ

さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
す
み
わ
け
が
は
っ
き
り
し
、
そ
れ
が
住
宅
改
革
者
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
現
実
と
の
ち
が

い
が
大
き
く
な
っ
た
「
混
合
居
住
扁
と
い
う
発
想
が
説
得
力
を
失
っ
て
い
く
。
住
居
内
で
の
住
人
間
の
社
会
関
係
に
よ
る
規
律
化
と
い
う
側
面

が
失
わ
れ
、
逆
に
ω
謹
⑦
♀
げ
。
ヨ
①
や
団
ら
ん
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ω
薯
Φ
簿
げ
。
ヨ
①
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
住
宅
改
革
運
動
が
つ
ね
に
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
の
影
響
を
う
け
て
展
開
し
た
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
、
べ
ー
メ
ル
ト
の

指
摘
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
住
居
内
で
の
休
患
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
工
場
な
ど
に
お
け
る
作
業
の
規
律
化
の
進
展

も
考
え
ら
れ
よ
う
。
職
場
の
環
境
が
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
家
族
の
休
息
の
場
と
し
て
の
住
居
と
い
う
、
市
民
層
の
住
居
に

従
来
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
機
能
が
、
労
働
者
の
住
居
に
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
央
協
会
機
関
誌
の
住
宅
改
革
構
想
の
変
遷
は
、
都
市
化
と
い
う
妾
時
の
社
会
の
変
化
を
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
都

市
計
画
の
枠
組
み
で
問
題
の
解
決
を
は
か
る
態
度
は
、
都
市
化
が
本
格
的
に
進
ん
で
い
た
と
い
う
状
況
の
も
と
、
墨
時
社
会
問
題
に
と
り
く
む
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人
々
に
か
な
り
ひ
ろ
く
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
C
・
ジ
ヅ
テ
O
．
詔
旨
②
の
影
響
の
も
と
、
「
全
体
と
し
て
の
都
市
」
を
念
頭
に
お
き
、
街
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

美
観
を
も
考
慮
に
い
れ
た
都
市
計
薦
が
ド
イ
ツ
で
定
着
し
た
の
は
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
住
宅
に
と
く
に

関
連
あ
る
も
の
と
し
て
建
築
条
例
の
変
化
も
あ
げ
て
お
こ
う
。
地
域
ご
と
に
建
築
規
定
に
差
を
設
け
、
都
市
社
会
全
体
の
倉
造
を
考
え
た
建
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

条
例
が
、
ベ
ル
リ
ン
市
内
に
は
九
七
年
、
そ
し
て
郊
外
に
九
二
年
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
中
央
協
会
の
住
宅
改
革
構
想
の
変
遷
も
、
こ
う
し
た

動
き
と
な
ん
ら
か
の
つ
な
が
り
を
も
ち
つ
つ
生
じ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

①
　
大
部
分
が
一
〇
頁
以
内
の
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
一
八
七
〇
年
代
後
半
か
ら
、

　
ド
イ
ツ
で
は
グ
ラ
ッ
ド
バ
ッ
ハ
（
b
ミ
ミ
ミ
§
S
．
§
撫
ミ
、
一
α
弧
。
。
謡
）
、
　
フ
レ
ン

　
ス
ブ
ル
ク
（
馬
守
恥
書
恥
窺
b
　
一
⑦
、
　
一
〇
Q
刈
◎
o
）
、
リ
ュ
…
デ
ン
シ
ャ
イ
ト
（
＆
§
概
3
H
刈
払
◎
◎
謬
）
、

　
ド
レ
ス
デ
ン
（
巴
ミ
ミ
3
b
Q
押
一
〇
Q
O
Q
G
Q
）
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
（
＆
§
腎
）
、
ビ
ー
レ
フ
ェ

　
ル
ト
（
魯
ミ
ミ
3
鱒
ω
、
一
〇
。
o
。
切
）
、
ボ
ッ
フ
ム
（
さ
§
§
）
な
ど
、
ド
イ
ツ
以
外
で
は

　
ロ
ン
ド
ン
　
（
馬
⇔
鴨
£
翫
騒
㌧
　
卜
◎
一
b
　
一
◎
◎
Q
Q
ω
）
、
　
コ
ペ
ン
ハ
…
ゲ
ン
　
（
馬
⇔
偽
9
ミ
犠
）
、
　
ヴ
ィ
ー
ン

　
（
き
ミ
ミ
3
卜
。
卜
。
㍉
Q
。
o
。
ら
）
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
…
ク
（
馬
富
9
ミ
3
N
ω
㌧
H
o
。
Q
。
α
）
な
ど
の
改
革

　
の
試
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

②
　
や
ω
。
げ
ヨ
置
ρ
ζ
仲
葭
霧
貫
幹
σ
醇
a
①
≧
9
一
3
簑
。
び
建
コ
σ
q
。
。
二
三
σ
q
①
（
團
）
、

　
凶
『
魯
§
§
』
ド
同
。
。
。
。
ω
叫
創
。
『
ω
‘
虹
8
轟
言
「
菩
霞
二
一
。
〉
ひ
。
搾
臼
託
。
ξ
彗
σ
q
甲

　
h
冨
σ
q
①
（
綴
）
」
『
＆
§
§
．

③
〉
・
Ω
β
ヨ
箕
Φ
。
葺
闇
U
8
＞
笹
㊦
謬
①
婆
δ
ぎ
奮
σ
Q
ω
博
麟
α
q
ρ
宮
“
さ
題
N
§
㌧
翫
L
◎
。
。
。
メ

④
　
筒
曾
月
潟
3
悼
Q
。
、
一
Q
。
㊤
ρ
ω
．
⑦
綬
■

⑤
　
こ
う
し
た
形
で
住
宅
改
革
運
動
へ
の
女
性
の
関
与
を
求
め
る
考
え
方
に
つ
い
て

　
は
、
N
凶
ヨ
ヨ
曾
ヨ
窪
多
発
黛
O
．
㌧
Q
っ
篇
一
㊤
を
参
照
。
こ
う
し
た
社
会
福
祉
に
女
性

　
の
関
与
を
求
め
る
発
想
の
背
景
に
は
、
社
会
福
祉
の
大
部
分
が
家
庭
に
お
け
る
再

　
生
産
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
女
性
の
適
性
に
あ
っ
た
仕
事
で
あ
る
と

　
い
う
認
識
が
あ
る
。
姫
醐
と
し
子
『
近
代
ド
イ
ツ
の
母
性
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』

　
勤
草
書
房
、
一
九
九
三
年
、
五
六
…
六
五
頁
。

⑥
U
罫
生
じ
σ
α
7
ヨ
0
3
U
睡
。
し
σ
磐
α
Q
留
。
ω
の
。
蕊
。
冨
津
睾
愛
鳥
二
勲
ω
器
奮

　
Ω
①
ぎ
圏
8
ω
。
冨
智
α
Q
①
ω
・
け
ジ
一
『
b
ミ
ミ
富
§
驚
画
ミ
n
叙
る
。
。
し
。
。
8
・

⑦
一
八
九
〇
年
の
協
会
員
名
簿
に
彼
の
名
前
は
な
い
。
h
富
“
N
魯
・

⑧
『
労
働
者
の
友
』
陽
七
号
（
「
九
〇
九
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
E
・
グ
ラ
ー
ク

　
同
．
O
犀
磐
押
の
論
文
で
は
べ
ー
メ
ル
ト
の
論
文
は
、
『
労
働
者
の
友
』
で
建
築
組
合

　
を
あ
つ
か
っ
た
も
の
と
し
て
も
っ
と
も
垂
要
と
雷
及
さ
れ
て
い
る
。
国
・
O
雷
霧
r

　
≦
濫
号
じ
σ
鍵
σ
q
。
器
ド
冨
。
冨
津
。
p
一
三
9
畏
§
、
ミ
し
㊤
8
・

⑨
b
σ
ロ
ニ
。
。
ぎ
。
や
。
霊
、
や
邸
ω
凱
■

⑩
b
ミ
ミ
ミ
§
隆
§
§
糺
b
。
。
」
。
。
0
9
。
0
6
＆
ふ
⑦
ピ

⑪
象
ミ
§
b
ω
．
鴇
？
綬
①
幽

⑫
　
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
勺
■
ω
0
7
㊦
＜
o
ぎ
U
霧
Q
Q
ε
＃
α
q
曽
け
興

　
O
ω
3
Φ
ぎ
し
『
魯
§
腎
吻
。
。
心
嚢
。
。
8
嚇
く
。
『
ω
欝
巳
9
ω
O
g
三
巴
＜
①
お
h
蕩
h
霞

　
畠
p
。
ω
芝
。
露
ユ
臼
震
σ
①
潔
。
巳
Φ
p
囚
冨
紹
①
コ
㌔
じ
σ
①
『
8
葺
¢
σ
魯
α
o
諺
じ
む
騨
口
く
。
ロ

　
〉
『
σ
の
牌
曾
’
〈
O
げ
コ
旨
σ
q
2
穿
一
ご
σ
窪
｝
ぎ
ぎ
”
さ
§
§
い
b
σ
海
、
冨
o
o
O
を
参
照
。
イ

　
ギ
リ
ス
の
田
園
都
宵
運
動
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
い
．
緊
馨
ω
0
7
0
ひ
丙
謬
σ
q
躍
m
9
μ
Φ

　
O
璋
8
蕊
煽
ぎ
8
’
国
ぎ
じ
串
。
搾
『
即
σ
q
N
霞
い
α
ω
毒
σ
q
α
o
『
〉
吾
ゆ
一
需
轟
く
。
｝
ヨ
搾
轟
ρ
一
『

　
魯
ミ
ミ
3
翻
卜
。
舶
一
㊤
O
野

⑬
一
八
八
九
年
の
モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
鼠
自
α
q
。
覇
＄
ヨ
の
論
文
で
は
、
ザ
ク

　
セ
ン
の
鉄
道
で
定
期
券
や
通
勤
専
用
列
車
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
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て
い
る
。
言
。
謎
。
コ
算
曾
量
】
）
δ
〉
吾
。
一
峠
霞
≦
o
財
路
p
5
σ
q
無
舜
頓
。
一
篇
囲
く
α
賦
α
q
脱
包
0
7

　
ω
き
密
o
P
ぎ
”
さ
§
§
℃
邸
8
一
Q
。
Q
。
P
Q
り
．
α
ω
－
器
．

⑭
　
た
と
え
ば
、
＜
。
ゆ
α
げ
諺
巽
計
∪
窪
く
孚
O
ぎ
．
鴨
》
吾
9
富
渉
¢
凶
ヨ
、
噂
窪
『
切
①
－

　
ω
9
銭
≡
嶺
①
一
σ
q
窪
霞
毒
0
7
コ
§
σ
q
9
冒
旬
日
○
議
乙
σ
鼠
ぎ
h
鈴
門
象
。
鳥
窪
窃
9
窪

　
切
9
議
窮
8
。
陣
8
5
陣
『
向
町
§
§
』
G
。
」
。
。
。
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エ
ル
ト
ベ
ル
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は
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労
働
者
は
そ
の
身
分
の
限
度
内
で
可
能
で
あ
る
最
高
の
文

　
化
に
到
達
す
る
よ
う
に
と
の
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
民
層
の
価
値
観
を
労
働
者

　
に
浸
透
ざ
せ
る
と
い
う
「
混
合
居
住
」
と
は
一
線
を
画
す
と
い
え
よ
う
。
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①

　
ド
イ
ツ
「
市
民
」
層
の
認
識
の
変
化
と
い
う
問
題
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
の
機
関
誌
の
住
宅
関
連
の
記
事
を
題

材
に
、
一
九
世
紀
の
住
宅
改
革
運
動
の
構
想
の
変
遷
を
お
っ
た
本
稿
の
叙
述
を
、
今
ひ
と
た
び
確
認
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
世
紀
中
葉
か
ら
一
貫
し
て
改
革
の
紺
象
に
市
民
の
住
居
を
あ
た
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
ガ
ル
の
い
う
「
無
階
級
市

民
社
会
し
と
い
う
理
念
の
根
強
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
住
宅
改
革
構
想
の

静
態
的
な
連
続
性
で
は
な
く
、
都
市
化
の
過
程
で
の
そ
の
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
そ
の
変
化
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
世
紀
中
葉
の
理
想
住
宅
像
は
、
「
混
合
居
住
」
を
軸
と
す
る
衛
生
、
道
徳
、
秩
序
あ
る
住
宅
で
あ
り
、
住
宅
そ
の
も
の
だ
け
が
改
革
の
対
象

と
考
え
ら
れ
た
。
世
紀
転
換
期
頃
に
な
る
と
、
都
市
計
画
の
枠
組
み
の
な
か
で
語
ら
れ
、
団
ら
ん
の
場
と
し
て
の
家
庭
を
軸
と
す
る
衛
生
、
道

徳
、
秩
序
あ
る
住
宅
と
な
る
。
こ
う
し
た
発
想
か
ら
都
市
周
辺
部
に
労
働
者
の
居
住
地
を
設
け
る
と
い
う
発
想
も
大
き
な
位
置
を
し
め
、
そ
の

さ
い
都
市
と
農
村
の
ち
が
い
が
意
識
さ
れ
る
。
ま
た
、
労
働
老
住
宅
に
も
美
観
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
住
宅
改
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革
構
想
の
変
化
の
背
景
に
は
、
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
の
都
市
化
に
よ
る
都
市
社
会
の
大
き
な
変
容
が
あ
る
。

　
こ
の
結
論
を
、
「
は
じ
め
に
」
で
の
べ
た
問
題
設
定
に
そ
っ
て
「
混
合
居
住
」
と
い
う
発
想
の
変
容
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
し
な
お
す
と
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。
中
央
協
会
の
機
関
誌
を
み
る
か
ぎ
り
、
世
紀
中
葉
に
は
中
心
的
な
主
張
で
あ
っ
た
「
混
合
居
住
」
と
い
う
理
想
像
が
、
都

市
化
の
進
展
に
と
も
な
い
説
得
力
を
失
い
、
社
会
の
変
容
を
反
映
し
た
改
革
構
想
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
中
央
協
会
の
機
関
誌
に
お
い
て
以
上
の
よ
う
に
変
遷
し
た
住
宅
改
革
構
想
が
、
世
紀
転
換
期
前
後
に
ド
イ
ツ
の
市
民
層
が
お
こ
な
っ
た
住
宅

改
革
運
動
全
体
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
を
最
終
的
に
確
定
す
る
の
は
、
今
後
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
う

し
た
変
化
が
都
市
化
と
い
う
当
時
の
都
市
社
会
の
大
き
な
変
容
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
仮
定
を
し
て
も
さ

し
っ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
中
央
協
会
の
住
宅
改
革
構
想
の
変
遷
は
、
当
時
の
社
会
の
変
化
か
ら
自
然
に
遵
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
こ
そ
あ
れ
他
の
住
宅
改
革
者
も
同
様
の
構
想
を
い
だ
い
て
い
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
仮
定
が
な
り
た
つ
と
す
れ
ば
、
二
戸
建
て
か
集
合
住
宅
か
扁
と
い
う
観
点
か
ら
改
革
構
想
を
と
ら
え
て
い
た
従
来
の
研
究
の

枠
組
み
に
は
再
考
の
余
地
が
生
じ
て
く
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
都
市
化
の
進
展
に
と
も
な
い
住
宅
改
革
構
想
に
は
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た

の
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
は
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
。
一
九
世
紀
の
住
宅
改
革
運
動
を
当
時
の
社
会
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
考
え
よ

う
と
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
安
易
な
分
析
概
念
を
も
ち
い
て
い
た
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
前
史
と
い
う
従
来
の
研
究
の
視
角
で
は
不
十
分
で
あ

ろ
う
。
も
っ
ぱ
ら
住
宅
に
対
す
る
当
局
の
干
渉
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
、
社
会
政
策
学
会
な
ど
の
世
紀
転
換
期
の
住
宅
改
革
運

動
の
実
態
を
新
た
な
視
点
か
ら
あ
ら
い
直
す
必
要
が
そ
こ
に
生
じ
て
く
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
彼
ら
も
何
ら
か
の
住
宅
改
革
構
想
を
い
だ
い

て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
う
し
た
構
想
を
軸
に
彼
ら
の
運
動
を
再
検
討
す
れ
ば
、
彼
ら
の
活
動
も
従
来
と
ち
が
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
解
讐
を
あ
た
え
る
こ
と
は
、
本
稿
の
枠
を
す
で
に
こ
え
て
い
る
。
住
宅
改
革
構
想
を
よ
り
積
極
的

に
と
り
こ
ん
だ
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
住
宅
改
革
運
動
全
体
の
再
構
成
は
今
後
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
住
宅
改
革
構
想
の
実
効
力
を
解
明
す
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
と
し
て
と
り
く
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
住
宅
改
革
構
想
は
一
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
り
、
そ
れ
を
現
実
に
移
す
さ
い
に
は
多
く
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
実
際
、

住
宅
と
い
う
耐
久
年
数
の
長
い
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
住
宅
改
革
運
動
に
は
か
な
り
困
難
が
つ
き
ま
と
う
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し

た
点
を
、
本
稿
で
も
言
及
し
た
ベ
ル
リ
ン
小
住
居
改
善
協
会
や
ド
イ
ツ
で
も
小
規
模
な
が
ら
も
見
ら
れ
た
田
園
都
市
運
動
な
ど
を
通
し
て
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
　
本
稿
は
、
巾
央
協
会
に
参
加
し
た
衛
民
層
の
も
つ
住
宅
改
革
構
想
の
変
遷
を
明
　
　
　
他
日
を
期
し
た
い
。

　
　
ら
か
に
し
た
に
と
ど
ま
る
。
一
九
臓
紀
ド
イ
ツ
の
市
異
層
の
本
格
的
な
再
険
討
は
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一九世紀ドイツにおける住宅改輩構想の変遷（北村）
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ding　movement　of　Chosuk，　Japan，　the　Ming　and　generals　of　Ming　troops

stationud　in　CkoseR　in　relation　to　the　compromjse　for　war　termination，

Keicho　3　to　Keicho　5．　ln　addition　to　the　analysis　of　their　respective

situations，　the　historica！　significance　of　the　relations　between　the　variotts

parties　in　the　peace　negotiations　will　be　discussed．

　　WheR　the　Keicho　No　Eki　was　almost　ever，　a　plan　for　the　subjugation　of

Tsushima　was　suggested　by　a　Ming　general．　This　was　debated　by　the

Chosun　government　and　rejected　by　both　Chosun　and　other　Ming

generals．

　　The　peace　negotiations　after　the　1〈eicho　No　Eki　were　a　continuation

of　those　duriRg　the　Keicho　No　Eki．　ln　the　period　after　the　Keicho　NTo　Eki，

Tsusltima　prolonged　the　peace　negotiations　in　order　to　avoid　the　threat

of　invasion　by　the　Chosun　army．　Chosun　consistently　opposed　peace

negotiations　between　the　Ming　generals　and　Japan．

　　Chosun　continued　to　demand　that　the　number　of　troops　stationed　in

the　country　be　as　small　as　possible．　ln　March　1600，　Chosun　proposed　to

the　Ming　a　plan　for　limiting　the　stationed　troops　to　3000，　and　changed

foreign　policy　in　support　of　negotiating　a　friendship　agreement　between

Chosun　and　Japan．　Tsushima　considered　this　change　to　mean　an　end　to

the　military　threat　against　there　and　consequently　changed　their　foreign

policy　also，　from　negotiations　aimed　at　ending　the　war，　to　negotiations

aimed　at　a　relatlonship　of　friendship．

Die　Entwicklung　des　deutschen　Vv’ohnungsreformkonzepts

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　im　19．　Jahrhundert

　　　　　　　　　　　　An　Hand　von　dem　Organ　des　“　Centralvereins

　　　　　　　　　　　　ftir　das　Wohl　der　arbeitenden　1〈lassen　”

von

KiTAMuRA　Masafumi

　　Im　19．　Jahrhundert　wurde　die　Wohnsituation　der　Unterschichten　in　den

・deutschen　Sttidte　als　soziales　Problem　erkannt，　und　das　Btirgertum

versuchte，　L6sungen　zu　finden．　Der　Verfasser　hat　in　einer　frttheren

Arbeit　bereits　die　Wohnungsreformbewegung　um　die　Jahrhundertmitte

und　das　ihr　zugrundeliegende　Konzept　behandelt．　Man　ging　dabei　davon

（950）



aus，　da？J　durcli　Zusammenwohnen　von　Btirgern　und　Arbeitern　in　dem－

selben　Haus　durch　erstere　ein　guter　EinfiuB　auf　die　letzteren　ausgettbt

werden　k6nne　（“Zusammenwolmung”）．　Hat　sich　dieses　Konzept　in　der

Felge　bewahrt？　Diese　Frage　steht　in　engem　Zusammenhang　mit　dem

Denken　des　deutschen　Btirgertums　im　19．　Jahrhundert，　was　seit　einigen

Jahren　wieder　Gegenstand　der　Forschung　ist．　Aber　die　bisherigen　For一・

schungen　zur　Wohnungsreformbewegung　haben　diese　Frage　nicht　beant－

wortet．　ln　diesem　Arbeit　vtrurde　nun　dazu　das　Organ　des　“Centralvereins．

ftir　das　Wohl　der　arbeitenden　Klassen　”　［“Mittheilungen　des　Centralver－

eins　fur　das　Wohl　der　arbeitenden　Klassen”　（1848－1858），　“Zeitschrift

des　Central－Vereins　in　Preufi）en　ftir　das　Wohl　der　arbeitenden　1〈lassen　”’

（1858－186？．．）　und　“Der　Arbeiterfreund”　（1863－1915）］　auswertet　Daraus

ergibt　sich　folgendes　Bild：　Um　die　Jahrhtmdertmitte　galt　“Zusammen一・

wohnung　”　als　fitr　den　Arbeiter　ideale．　Um　die　Jahrhundertwende　hatte・

behauptete　die　“Zusammenwehnung”　bereits　ihi－e　Bedeutung　verloren，．

statt　dessen　traten　im　Zusammenhang　mit　der　Wolmungsreform　Fragen

der　Stadtplammg　jn　den　Vordergrtmd　und　die　Wohnung　des　Arbeiters．

wurde　als　Basis　seines　Familienglitcl〈es　angesehen．　Das　groBen　Wandel

der　deutschen　St5dte，　den　der　Urbanisierung　herbeiftthrt　hat，　spiegelte・

sich　in　diese　Entwiclclung　cles　Konzeptes　der　Wohnungsreformer．

（9－49）




